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令
和
８
年
度
は
私
と
し
て
も

「
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
村
づ
く
り
」

を
目
標
に
し
た
、
村
長
就
任
２
期

目
の
最
終
の
年
で
あ
り
ま
す
。
こ

れ
ま
で
村
議
会
議
員
の
皆
様
を
は

じ
め
、
多
く
の
村
民
の
皆
様
に
ご

理
解
を
頂
き
、
村
政
を
担
わ
せ
て

頂
い
た
こ
と
に
対
し
、
改
め
て
お

礼
を
申
し
上
げ
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。

　

村
政
運
営
に
臨
む
基
本
姿
勢
や

重
点
施
策
の
展
開
に
関
わ
る
テ
ー

マ
や
ポ
イ
ン
ト
は
大
き
く
変
え
る

こ
と
な
く
、
引
き
続
き
堅
実
な
が

ら
も
挑
戦
す
る
村
政
運
営
に
努
め

て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
今
年
は
村
民
の
皆
様
に

ア
ン
ケ
ー
ト
な
ど
を
通
じ
て
ご
意

見
を
頂
き
な
が
ら
策
定
し
た
「
第

５
期
赤
井
川
村
総
合
計
画
基
本
計

画
」
と
「
第
３
期
赤
井
川
村
総

合
戦
略
」
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
る
年

と
な
り
ま
す
。
出
来
る
こ
と
か
ら

着
実
に
取
り
組
む
こ
と
を
念
頭
に
、

持
続
可
能
な
む
ら
づ
く
り
進
め
た

い
と
考
え
ま
す
。

　

私
と
し
て
は
、
公
共
を
支
え
る

の
は
役
場
や
村
民
の
み
な
ら
ず
、

民
間
企
業
や
村
に
所
縁
の
あ
る
村

外
の
方
々
と
の
協
働
も
重
要
で
あ

る
と
の
考
え
は
変
わ
っ
て
お
ら
ず
、

引
き
続
き
人
と
自
然
の
調
和
を
保

ち
な
が
ら
、
持
続
可
能
な
開
発
計

画
な
ど
に
取
り
組
む
企
業
や
活
力

を
持
っ
た
人
材
と
の
連
携
を
大
切

に
し
、
村
内
経
済
の
好
転
を
目
指

し
つ
つ
、
更
な
る
関
係
人
口
の
増

加
や
民
間
企
業
と
の
共
創
に
取
り

組
み
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

令
和
８
年
度
の
村
政
を
運
営
す

る
基
本
姿
勢
と
し
て
は
、
国
費
・

道
費
事
業
と
し
て
計
画
的
に
進
め

て
い
る
各
種
事
業
は
、
そ
の
事
業

効
果
が
適
切
に
反
映
さ
れ
る
よ
う

に
取
り
組
み
ま
す
。

　

加
え
て
、
独
自
課
題
の
解
決
や

新
た
な
試
み
と
し
て
村
議
会
議
員

の
皆
様
と
協
議
・
検
討
を
進
め
て

き
た
事
業
な
ど
に
つ
い
て
も
、
そ

の
事
業
効
果
が
広
く
村
民
の
福
祉

向
上
や
村
内
経
済
に
活
力
を
生
む

よ
う
次
の
三
つ
の
視
点
を
持
っ
て

優
先
順
位
を
見
極
め
な
が
ら
引
き

続
き
着
実
に
取
り
進
め
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。

　

特
に
大
型
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
し

て
計
画
を
進
め
て
い
た
庁
舎
の
改

修
に
つ
い
て
は
、
昨
今
の
社
会
・

経
済
情
勢
か
ら
白
紙
に
戻
す
決
断

を
し
ま
し
た
が
、
再
生
可
能
エ
ネ

ル
ギ
ー
を
活
用
し
た
ゼ
ロ
カ
ー
ボ

ン
へ
の
取
り
組
み
は
、
閉
校
す
る

都
小
学
校
の
利
活
用
の
中
で
引
き

続
き
検
討
し
、
庁
舎
に
つ
い
て
も

将
来
の
建
て
替
え
も
含
め
た
長
期

プ
ラ
ン
の
中
で
模
索
し
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。

１　

村
内
経
済
の
好
循
環
を
見
据

　

え
た
村
づ
く
り

　

一
つ
目
は
、「
村
内
経
済
の
好

循
環
を
見
据
え
た
村
づ
く
り
」
で

す
。

　

働
く
世
代
の
減
少
は
、
村
の
元

気
と
活
力
を
低
下
さ
せ
る
大
き
な

要
因
の
一
つ
で
あ
り
、
基
幹
産
業

で
あ
る
農
業
と
観
光
・
リ
ゾ
ー
ト

産
業
に
元
気
が
な
け
れ
ば
、
働
く

世
代
の
定
着
は
見
込
め
ず
、
村
全

体
に
活
力
が
感
じ
ら
れ
な
く
な
っ

て
し
ま
い
ま
す
。

　

こ
の
た
め
村
の
主
要
産
業
で
あ

る
、
農
業
分
野
に
お
い
て
は
「
農

業
振
興
計
画
」
を
基
本
に
し
つ
つ
、

優
良
農
地
の
流
動
化
に
よ
る
効
果

的
活
用
や
耕
作
放
棄
地
の
解
消
に

よ
り
村
全
体
の
耕
地
面
積
拡
大
を

視
野
に
持
続
可
能
な
農
業
振
興
に

取
り
組
み
ま
す
。

　

観
光
分
野
に
お
い
て
は
、
観
光

地
域
づ
く
り
法
人
赤
井
川
村
国
際

リ
ゾ
ー
ト
推
進
協
会
（
Ｄ
Ｍ
Ｏ
）

を
中
心
と
し
た
活
動
や
キ
ロ
ロ
、

道
の
駅
「
あ
か
い
が
わ
」
な
ど
の

活
動
を
側
面
的
に
支
援
し
、
食
を

通
じ
た
観
光
や
ふ
る
さ
と
納
税
な

ど
で
築
い
た
関
係
人
口
（
交
流
人

口
）
と
の
継
続
的
な
関
係
構
築
を

強
化
し
つ
つ
、
北
後
志
エ
リ
ア
等

と
連
携
し
た
広
域
観
光
等
の
取
り

組
み
を
推
進
し
ま
す
。

　

ま
た
、地
熱（
地
中
熱
、地
熱
等
）

利
用
を
柱
と
し
た
「
赤
井
川
村
エ

ネ
ル
ギ
ー
ビ
ジ
ョ
ン
」
や
「
ゼ
ロ

カ
ー
ボ
ン
ビ
レ
ッ
ジakaigaw

a

推
進
戦
略
」
に
基
づ
く
、
再
生
可

能
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
活
用
す
る
各
事

業
を
引
き
続
き
検
討
す
る
と
と
も

に
、
国
の
施
策
等
を
活
用
し
な
が

ら
、
新
た
な
経
済
活
動
を
試
み
る

人
材
の
活
用
や
育
成
の
取
り
組
み

を
継
続
し
、
成
長
さ
せ
る
こ
と
に

よ
り
、
村
内
経
済
の
好
循
環
が
生

み
出
さ
れ
る
村
づ
く
り
を
推
進
し

ま
す
。

２　

安
心
し
て
暮
ら
せ
る
生
活
環

　

境
の
確
保

　

二
つ
目
は
、「
安
心
し
て
暮
ら

せ
る
生
活
環
境
の
確
保
」
で
す
。

　

村
民
一
人
ひ
と
り
が
生
涯
に
わ

た
っ
て
心
身
と
も
に
い
き
い
き
と

暮
ら
せ
る
よ
う
に
す
る
に
は
、
保

健
・
福
祉
・
医
療
・
介
護
サ
ー
ビ

ス
の
充
実
や
域
内
交
通
の
確
保
、

さ
ら
に
は
子
育
て
支
援
な
ど
を
充

実
さ
せ
る
こ
と
が
、
生
き
が
い
と

な
る
日
常
を
手
に
す
る
た
め
に
も

必
要
な
こ
と
だ
と
の
考
え
は
変
わ

っ
て
お
り
ま
せ
ん
。

　

し
か
し
、
本
村
の
限
ら
れ
た
財

源
と
人
的
資
源
で
は
、
全
て
を
充

実
さ
せ
継
続
す
る
こ
と
は
と
て
も

困
難
な
こ
と
で
す
。　

　

加
え
て
、
余
市
、
小
樽
を
生
活

圏
と
す
る
多
く
の
村
民
に
と
っ
て
、

幹
線
交
通
や
域
内
交
通
の
安
定
確

保
は
、
村
で
安
心
し
て
暮
ら
す
た

め
に
重
要
な
条
件
の
一
つ
で
す
。

　

こ
の
た
め
、
保
健
・
福
祉
・
医

療
・
介
護
に
関
す
る
課
題
に
つ
い

て
は
、
村
と
社
会
福
祉
協
議
会
や

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
及
び
赤

井
川
診
療
所
な
ど
の
関
係
機
関
が

引
き
続
き
連
携
を
密
に
し
、
分
野

別
に
課
題
と
役
割
分
担
を
明
確
に

し
な
が
ら
、
地
域
の
方
々
と
協
働

関
係
を
築
き
、
課
題
解
決
が
円
滑

に
進
む
よ
う
取
り
組
み
ま
す
。

　

特
に
子
育
て
支
援
と
し
て
、
新

た
に
取
り
組
む
「
こ
ど
も
第
三
の

居
場
所
（
む
ら
っ
こ
は
う
す
）」

の
円
滑
な
運
営
や
「
こ
ど
も
家
庭

セ
ン
タ
ー
」
を
中
心
と
す
る
、
誕

生
期
か
ら
の
伴
走
支
援
が
幼
児
期

か
ら
中
学
・
高
校
生
ま
で
、
切

れ
目
の
な
い
関
係
を
築
け
る
よ

う
、
関
係
機
関
と
の
連
携
を
密
に

し
、
実
効
性
の
あ
る
サ
ポ
ー
ト
体

制
の
構
築
に
努
め
ま
す
。

３　

公
共
イ
ン
フ
ラ
な
ど
公
共
施

　

設
の
計
画
的
整
備

　

三
つ
目
は
「
公
共
イ
ン
フ
ラ
な

ど
公
共
施
設
の
計
画
的
整
備
」
で

す
。

　

道
路
・
河
川
・
橋
梁
を
は
じ
め
、

上
下
水
道
や
公
営
住
宅
な
ど
の
公

共
施
設
は
、
こ
れ
ま
で
も
住
民
生

活
の
基
盤
で
あ
る
こ
と
か
ら
計

画
的
な
整
備
を
心
が
け
、
老
朽
化

し
た
施
設
も
財
源
を
考
慮
し
つ
つ
、

各
種
長
寿
命
化
計
画
な
ど
を
策
定

し
、
維
持
補
修
を
行
っ
て
き
ま
し

た
。

　

特
に
多
く
の
経
費
を
要
す
る
大

規
模
改
修
工
事
に
つ
い
て
は
、
国

費
・
道
費
補
助
や
財
政
措
置
率
が

高
い
有
利
な
起
債
を
活
用
す
る
な

ど
、
財
源
確
保
を
模
索
し
な
が
ら

計
画
実
現
に
向
け
努
力
を
続
け
ま

す
。

　

加
え
て
、
本
年
度
も
継
続
性
、

緊
急
性
の
あ
る
も
の
や
、
防
災
対

策
な
ど
優
先
度
の
高
い
施
設
の
整

備
や
補
修
は
優
先
順
位
を
考
慮
し

な
が
ら
村
民
生
活
に
支
障
が
出
な

い
よ
う
に
進
め
ま
す
。

１　

村
内
経
済
の
好
循
環
を
見
据

　

え
た
地
域
活
力
の
醸
成

①
農
業
の
振
興

　

基
幹
産
業
で
あ
る
農
業
の
振
興

は
、
こ
れ
ま
で
も
村
の
重
点
施
策

村
政
執
行
方
針

は
じ
め
に

村
政
運
営
に
臨
む
基
本
姿
勢

重
点
施
策
の
展
開
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と
し
て
様
々
な
取
り
組
み
を
進
め

て
き
ま
し
た
。
な
か
で
も
土
づ
く

り
、
ビ
ニ
ー
ル
ハ
ウ
ス
を
利
用
し

た
作
物
栽
培
の
振
興
、
新
規
就
農

者
対
策
、
優
良
農
地
の
利
活
用
対

策
な
ど
は
重
点
的
に
取
り
組
ん
で

き
た
と
こ
ろ
で
す
。
直
近
で
は
有

害
鳥
獣
に
よ
る
農
作
物
被
害
対
策

へ
の
比
重
が
大
き
く
な
っ
て
お
り

ま
す
。
た
だ
、
農
業
を
取
り
巻
く

課
題
は
多
様
化
し
て
お
り
、
ス
マ

ー
ト
農
業
へ
の
対
応
や
外
国
人
労

働
力
の
活
用
、
農
業
振
興
セ
ン
タ

ー
の
在
り
方
検
討
な
ど
、
新
た
な

営
農
支
援
へ
の
課
題
も
生
ま
れ
て

お
り
、
こ
れ
ら
に
対
応
す
る
取
り

組
み
も
必
要
と
さ
れ
て
い
る
と
こ

ろ
で
す
。

　

こ
の
た
め
、「
農
業
振
興
計
画
」

に
沿
っ
て
、
次
の
事
項
に
つ
い
て

重
点
的
に
取
り
組
み
ま
す
。

・
道
営
農
業
農
村
整
備
事
業
に
よ

　

る
農
地
基
盤
整
備
事
業
の
推
進

・
落
合
ダ
ム
及
び
関
連
施
設
の
適

　

切
運
用
と
農
業
用
水
の
安
定
供

　

給
・
農
業
振
興
対
策
事
業
の
重
点
的

　

支
援
策
の
検
討

・
耕
作
放
棄
地
の
解
消
促
進

・
ス
マ
ー
ト
農
業
の
利
用
促
進

・
新
規
就
農
希
望
者
の
就
農
支
援

・
有
害
鳥
獣
被
害
防
止
対
策
の
効

　

果
的
実
施

・
有
害
鳥
獣
駆
除
体
制
の
強
化（
人

　

材
育
成
）

②
林
業
の
振
興

　

村
有
林
を
主
体
に
、
民
有
林
に

お
い
て
も
多
面
的
機
能
を
持
つ
森

林
資
源
の
保
全
と
持
続
的
活
用
を

計
画
的
に
進
め
て
お
り
、
引
き
続

き
赤
井
川
村
森
林
整
備
計
画
に
沿

っ
た
事
業
を
進
め
ま
す
。

　

特
に
村
有
林
の
伐
期
齢
に
達
し

た
立
木
の
活
用
に
つ
い
て
は
、
北

海
道
森
林
管
理
局
石
狩
森
林
管
理

署
と
の
間
で
締
結
し
た
「
第
１
期

赤
井
川
地
域
森
林
整
備
推
進
協

定
」
に
基
づ
き
、
国
・
道
の
助
言

や
協
力
を
仰
ぎ
な
が
ら
、
森
林
財

産
の
適
正
管
理
と
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ

ー
ト
ラ
ル
の
両
輪
を
視
野
に
計
画

的
に
進
め
ま
す
。

・
民
（
村
）
国
連
携
に
よ
る
森
林

　

資
源
の
活
用
促
進
・
域
内
経
済

　

の
循
環

・
森
林
環
境
譲
与
税
の
「
活
用
基

　

本
方
針
」
に
基
づ
く
支
援

・
冷
水
峠
展
望
所
等
の
計
画
的
整

　

備
と
官
民
協
働
に
よ
る
景
観
づ

　

く
り
活
動

・
森
林
資
源
の
地
域
内
活
用
の
推

　

進
③
商
工
業
の
振
興

　

村
内
で
事
業
展
開
す
る
事
業
者

は
、
小
規
模
な
が
ら
商
品
開
発
や

新
規
事
業
に
挑
戦
し
、
業
績
を
伸

ば
し
て
い
る
先
例
も
有
り
、
村
の

産
業
の
一
翼
を
担
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
事
業
者
は
、
商
工
会

へ
結
集
し
経
営
の
安
定
化
を
目
指

し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
引
き
続
き

商
工
会
の
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
に
期

待
し
支
援
を
行
い
ま
す
。

・
商
工
会
運
営
の
安
定
化
を
図
る

　

た
め
の
支
援

・
経
営
環
境
改
善
や
商
品
開
発
事

　

業
取
り
組
み
へ
の
支
援

・
国
の
施
策
等
を
活
用
し
た
村
内

　

外
事
業
者
に
よ
る
新
た
な
ビ
ジ

　

ネ
ス
モ
デ
ル
へ
の
支
援

④
観
光
の
振
興

　

村
の
観
光
は
、
キ
ロ
ロ
を
核
と

し
た
リ
ゾ
ー
ト
観
光
と
道
の
駅
や

温
泉
を
核
と
し
た
ド
ラ
イ
ブ
観
光

に
分
け
ら
れ
ま
す
。
い
ず
れ
も
新

鮮
で
美
味
し
い
農
畜
産
物
を
活
用

し
た
「
食
」
が
キ
ー
ワ
ー
ド
に
な

り
ま
す
。

　

こ
の
た
め
、
Ｄ
Ｍ
Ｏ
を
核
に
地

域
内
が
連
携
す
る
観
光
振
興
が
促

進
さ
れ
る
よ
う
、
引
き
続
き
連

携
・
協
力
し
て
い
き
ま
す
。

　

ま
た
、
令
和
７
年
11
月
か
ら
施

行
し
た
宿
泊
税
を
財
源
と
す
る
新

た
な
観
光
施
策
や
、
ふ
る
さ
と
納

税
確
保
へ
向
け
た
取
り
組
み
の
再

構
築
を
積
極
的
に
推
進
し
、
食
と

観
光
が
有
機
的
に
結
び
つ
き
、
地

域
経
済
が
循
環
す
る
よ
う
各
種
促

進
事
業
を
検
討
し
ま
す
。

・
道
の
駅
あ
か
い
が
わ
を
柱
に
地

　

場
産
品
の
販
売
促
進
支
援

・「
ま
る
っ
と
カ
ル
デ
ラ
農
村
フ

　

ェ
ス
」
の
定
着
と
自
走
可
能
な

　
（
自
走
を
目
指
し
た
）
支
援

・
ふ
る
さ
と
納
税
獲
得
に
向
け
た

　

新
た
な
官
民
連
携
に
よ
る
取
り

　

組
み
の
推
進

⑤
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
関
連
事

　

業
へ
の
展
開

　
「
赤
井
川
村
エ
ネ
ル
ギ
ー
ビ
ジ

ョ
ン
」
と
「
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
ビ
レ

ッ
ジakaigaw

a

推
進
戦
略
」
に

基
づ
き
、
温
泉
熱
の
活
用
や
地
熱

（
地
中
熱
、
地
熱
等
）
太
陽
光
な

ど
持
続
可
能
な
再
生
可
能
エ
ネ
ル

ギ
ー
を
活
用
し
た
事
業
を
促
進
し

ま
す
。

　

ま
た
、
民
間
主
体
で
進
め
ら
れ

る
各
種
事
業
に
つ
い
て
は
、
国
の

法
令
遵
守
を
基
本
と
し
、
村
の
景

観
条
例
や
景
観
計
画
に
沿
っ
た
事

業
者
対
応
を
徹
底
す
る
と
共
に
、

開
発
と
保
全
の
バ
ラ
ン
ス
を
よ
り

一
層
心
が
け
な
が
ら
、
そ
の
対
応

に
当
た
り
ま
す
。

・
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
ビ
レ
ッ
ジaka

　

igaw
a

推
進
戦
略
実
現
に
向
け

　

た
施
策
の
推
進

・
公
共
施
設
で
の
再
生
可
能
エ
ネ

　

ル
ギ
ー
を
活
用
し
た
施
設
の
運

　

用
と
維
持
管
理
の
検
討

・
民
間
事
業
者
に
よ
る
地
熱
発
電
、

　

水
力
発
電
計
画
へ
の
側
面
的
支

　

援
２　

村
民
と
協
働
す
る
行
政
の
展

　

開

　

全
て
の
村
民
が
心
身
と
も
に
健

康
で
い
き
い
き
と
生
活
で
き
る
よ

う
、
保
健
・
福
祉
・
医
療
・
介
護

サ
ー
ビ
ス
、
子
育
て
支
援
な
ど
の

事
業
を
各
計
画
に
基
づ
き
実
施
し

ま
す
。

　

消
防
・
防
災
に
つ
い
て
は
、
北

後
志
消
防
組
合
赤
井
川
支
署
と
の

連
携
を
強
化
し
て
お
り
、
引
き
続

き
緊
急
時
の
迅
速
な
対
応
に
努
め

ま
す
。

　

ま
た
、
赤
井
川
診
療
所
と
の
連

携
を
引
き
続
き
重
視
し
、
村
民
が

健
康
に
暮
ら
せ
る
体
制
確
保
に
努

め
ま
す
。

　

な
お
、
周
産
期
及
び
子
育
て
支

援
の
施
策
に
つ
い
て
は
重
点
施
策

と
し
て
展
開
す
る
と
と
も
に
、
村

民
の
皆
様
と
積
極
的
に
協
働
す
る

施
策
に
も
取
り
組
み
、
各
種
サ
ー

ビ
ス
や
連
携
事
業
に
つ
い
て
は
引

き
続
き
丁
寧
な
説
明
を
第
一
に
進

め
ま
す
。

①
保
健
・
医
療

・
健
康
教
育
、
保
健
指
導
の
充
実

　

及
び
各
種
健
診
受
診
率
向
上
へ

　

の
取
り
組
み

・
健
康
増
進
計
画
に
基
づ
き
地
域

　

特
性
を
踏
ま
え
た
健
康
づ
く
り

　

活
動
と
事
業
評
価
の
実
施

・
保
健
、
医
療
、
福
祉
、
介
護
の

　

重
層
的
連
携
の
構
築

②
子
育
て
支
援

・
子
ど
も
第
三
の
居
場
所
（
む
ら

　

っ
こ
ハ
ウ
ス
）
の
円
滑
な
運
営

・
こ
ど
も
家
庭
セ
ン
タ
ー
を
核
と

　

し
た
妊
娠
期
か
ら
学
齢
期
、
高

　

校
生
世
代
ま
で
の
子
ど
も
や
家

　

庭
に
対
す
る
切
れ
目
な
い
支
援

　

体
制
の
構
築

・
子
ど
も
、
子
育
て
支
援
事
業
計

　

画
に
基
づ
く
「
こ
ど
もw

ell--

　

being

」
実
現
に
向
け
た
各
種
施

　

策
の
推
進

・「
こ
ど
も
誰
で
も
通
園
制
度
」

　

導
入
等
へ
き
地
保
育
所
保
育
サ

　

ー
ビ
ス
の
向
上
及
び
ス
タ
ッ
フ

　

の
支
援
力
向
上
へ
の
取
り
組
み

③
高
齢
者
支
援（
生
き
が
い
対
策
・

　

介
護
）

・
赤
井
川
診
療
所
と
地
域
包
括
支

　

援
セ
ン
タ
ー
に
よ
る
地
域
に
根

　

差
し
た
医
療
と
福
祉
の
新
た
な

　

連
携
体
制
の
構
築

・
冬
期
を
中
心
と
す
る
高
齢
者
の

　

各
種
生
活
支
援
事
業
の
充
実

・
高
齢
者
の
保
健
事
業
と
介
護
予

　

防
等
の
一
体
的
な
実
施
の
推
進

・
生
活
支
援
体
制
整
備
事
業
に
よ

　

る
高
齢
者
一
人
ひ
と
り
の
生
き

　

が
い
づ
く
り
活
動
へ
の
支
援

・
介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス
事
業
等
の

　

適
正
な
運
営

④
障
が
い
者
支
援

・
北
後
志
自
立
支
援
協
議
会
等
を

　

活
用
し
た
相
談
支
援
体
制
の
充

　

実
・
障
が
い
者
（
児
）
福
祉
サ
ー
ビ

　

ス
の
提
供
体
制
の
充
実

⑤
地
域
福
祉

・
社
会
福
祉
協
議
会
活
動
の
活
性

　

化
に
よ
る
「
地
域
の
担
い
手
」

　

確
保
と
「
地
域
共
生
社
会
」
実
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現
に
向
け
た
各
種
施
策
の
推
進

・
住
民
主
体
の
福
祉
活
動
に
係
る

　

側
面
的
支
援
の
強
化

⑥
社
会
保
障

・
生
活
保
護
制
度
、
年
金
制
度
、

　

国
民
健
康
保
険
・
後
期
高
齢
者

　

医
療
制
度
、
福
祉
医
療
制
度
の

　

円
滑
な
実
施

⑦
消
防
・
救
急

・
関
係
機
関
及
び
事
業
者
と
の
災

　

害
時
連
携
対
応
の
強
化

・
後
志
共
同
消
防
指
令
セ
ン
タ
ー

　

の
運
用
等
広
域
的
連
携
の
強
化

・
救
急
救
命
体
制
の
段
階
的
運
用

⑧
移
住
定
住
対
策

・
移
住
定
住
支
援
事
業
の
推
進

⑨
防
災
対
策

・
近
隣
町
村
と
連
携
し
た
広
域
的

　

な
防
災
対
応
力
の
強
化

・
学
校
及
び
地
域
団
体
と
連
携
し

　

た
防
災
教
育
の
実
施

・
防
災
行
政
無
線
設
備
更
新
に
よ

　

る
情
報
伝
達
体
制
の
充
実

⑩
地
域
公
共
交
通
対
策

・「
む
ら
バ
ス
」
の
安
全
運
行
と

　

利
用
環
境
向
上
策
の
検
討

・
域
内
交
通
（
枝
線
・
交
通
空
白

　

地
有
償
運
送
）
の
充
実

・
地
域
内
交
通
の
充
実
・
利
用
促

　

進
の
検
討

・
高
齢
者
等
の
生
活
基
盤
で
あ
る

　
「
お
出
か
け
ア
シ
ス
ト
サ
ー
ビ

　

ス
」、「
通
院
送
迎
サ
ー
ビ
ス
」

　

の
持
続
的
な
運
営
体
制
の
構
築

３　

公
共
イ
ン
フ
ラ
な
ど
公
共
施

　

設
の
計
画
的
整
備

①
村
道
整
備

　

村
道
整
備
に
つ
い
て
は
、
幹
線

道
路
及
び
生
活
道
路
を
中
心
に
国

土
強
靱
化
計
画
に
基
づ
く
防
災
的

視
点
も
持
ち
な
が
ら
整
備
を
進
め

ま
す
。

　

ま
た
、
路
面
の
損
傷
な
ど
が
激

し
い
路
線
に
つ
い
て
は
、
優
先
順

位
を
定
め
、
日
常
の
通
行
に
支
障

が
出
な
い
よ
う
補
修
に
努
め
ま
す
。

・
北
丸
山
線
道
路
改
良
工
事

②
河
川
整
備

　

河
川
整
備
に
つ
い
て
は
、
異
常

気
象
に
よ
る
防
災
対
応
が
重
要
と

な
る
こ
と
か
ら
、
河
道
内
に
堆
積

し
た
土
砂
や
立
木
の
撤
去
を
計
画

的
に
行
い
ま
す
。

・
都
川
河
川
整
備
工
事

・
滝
の
川
河
川
整
備
工
事

・
板
小
屋
川
河
川
整
備
工
事

・
池
田
川
護
岸
改
修
工
事

・
共
栄
の
沢
川
護
岸
改
修
工
事

③
橋
梁
整
備

　

老
朽
化
し
た
橋
梁
に
つ
い
て
は
、

「
橋
梁
長
寿
命
化
計
画
」
を
基
本

に
し
つ
つ
、
改
修
整
備
の
緊
急
性

の
高
い
橋
梁
選
定
し
整
備
に
努
め

ま
す
。

・
橋
梁
点
検
業
務

④
簡
易
水
道
の
整
備

　

安
全
な
飲
料
水
を
供
給
す
る
た

め
、
適
正
な
管
理
を
継
続
す
る
と

共
に
、
効
率
的
な
維
持
管
理
の
検

討
を
進
め
ま
す
。

　

ま
た
、
老
朽
化
し
た
施
設
に
つ

い
て
は
計
画
的
に
更
新
を
行
う
と

共
に
緊
急
時
の
防
災
対
策
に
も
取

り
組
み
ま
す
。

・
都
浄
水
場
改
修
工
事

・
量
水
器
取
替
工
事

⑤
下
水
道
の
整
備

　

施
設
整
備
後
20
年
以
上
経
過
し

て
い
る
こ
と
か
ら
、
老
朽
化
し
た

機
器
類
に
つ
い
て
は
「
ス
ト
ッ
ク

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
実
施
方
針
」
を
策

定
し
更
新
を
進
め
て
い
ま
す
。
ま

た
、
下
水
道
計
画
区
域
外
に
お
け

る
合
併
浄
化
槽
の
普
及
啓
発
も
継

続
し
て
行
っ
て
お
り
、
設
置
者
へ

の
支
援
も
引
き
続
き
行
い
ま
す
。

・
赤
井
川
ア
ク
ア
ク
リ
ー
ン
セ
ン

　

タ
ー
水
処
理
整
備
事
業

・
第
２
マ
ン
ホ
ー
ル
ポ
ン
プ
所
外

　

改
修
工
事

⑥
公
営
住
宅
な
ど
の
整
備

　

老
朽
化
し
た
公
営
住
宅
に
つ
い

て
は
、「
公
営
住
宅
長
寿
命
化
計

画
」
に
基
づ
き
建
て
替
え
や
リ
フ

ォ
ー
ム
を
進
め
、
活
用
が
出
来
な

く
な
っ
た
村
営
・
村
有
住
宅
は
取

り
壊
し
を
引
き
続
き
進
め
ま
す
。

・
村
営
中
央
団
地
個
別
改
善
改
修

　

工
事

・
村
営
中
央
団
地
外
部
改
善
改
修

　

工
事

・
村
営
桜
団
地
個
別
改
善
改
修
工

　

事
⑦
そ
の
他
公
共
施
設
の
整
備

　

各
施
設
の
管
理
は
、「
公
共
施

設
等
総
合
管
理
計
画
」
に
基
づ
き

延
命
化
を
図
り
な
が
ら
村
民
の
利

用
に
支
障
が
出
な
い
よ
う
計
画
的

な
維
持
補
修
に
努
め
ま
す
。

⑧
生
活
廃
棄
物
及
び
し
尿
の
処
理

　

可
燃
ご
み
及
び
資
源
ゴ
ミ
に
つ

い
て
は
、「
北
し
り
べ
し
廃
棄
物

処
理
広
域
連
合
」
の
処
理
施
設
、

不
燃
物
に
つ
い
て
は
、
村
の
一
般

廃
棄
物
最
終
処
分
場
で
適
正
に
処

理
を
し
て
お
り
ま
す
が
、
今
後
も

ゴ
ミ
の
減
量
化
と
分
別
の
徹
底
は

必
要
で
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

な
お
、
広
域
連
合
に
お
い
て
は
、

ご
み
焼
却
処
理
施
設
基
幹
的
設
備

改
良
工
事
（
令
和
５
～
８
年
度
）

を
継
続
し
て
お
り
ま
す
。

　

ま
た
、
北
後
志
衛
生
施
設
組
合

の
し
尿
処
理
施
設
に
つ
い
て
は
新

た
な
施
設
が
令
和
７
年
４
月
か
ら

運
用
開
始
し
て
お
り
ま
す
。

４　

財
政
安
定
化
へ
の
取
り
組
み

　

村
財
政
の
安
定
化
を
目
指
す
に

は
、
国
費
・
道
費
の
助
成
制
度
の

活
用
は
も
と
よ
り
、
村
独
自
の
新

た
な
取
り
組
み
や
制
度
見
直
し
に

よ
る
自
主
財
源
の
確
保
を
は
じ
め
、

民
間
企
業
と
の
連
携
を
今
後
も
積

極
的
に
展
開
す
る
こ
と
が
必
要
で

あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

た
だ
、
令
和
８
年
度
も
都
小
学

校
跡
地
利
用
に
関
連
す
る
事
業
や

各
市
町
村
と
広
域
で
取
り
組
む
事

業
に
加
え
、
更
な
る
物
価
や
人
件

費
の
高
騰
も
想
定
さ
れ
る
こ
と
か

ら
、
な
お
一
層
の
財
源
確
保
が
村

政
運
営
上
の
課
題
と
な
っ
て
い
ま

す
。

　

ま
た
、
住
民
サ
ー
ビ
ス
業
務
や

行
政
事
務
全
般
の
デ
ジ
タ
ル
化
の

推
進
を
図
り
経
費
や
負
担
軽
減
な

ど
効
率
的
な
行
政
運
営
に
も
今
年

度
か
ら
取
り
組
み
ま
す
。

　

こ
の
た
め
、
令
和
８
年
度
を
目

標
に
設
定
し
た
「
財
政
健
全
化
ア

ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
」
の
見
直
し
を

進
め
る
と
共
に
、
令
和
９
年
度
以

降
の
財
政
健
全
化
を
見
据
え
た
検

討
も
急
務
で
あ
る
と
考
え
て
い
ま

す
。

　

以
上
の
考
え
方
を
基
本
に
置
き
、

令
和
８
年
度
の
各
会
計
の
予
算
を

次
の
と
お
り
提
案
さ
せ
て
頂
き
ま

す
。

■
一
般
会
計

２
，
８
９
１
，
０
０
０
千
円

■
後
期
高
齢
者
医
療
特
別
会
計

３
３
，
３
８
５
千
円

■
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計

４
９
，
３
１
２
千
円

■
簡
易
水
道
事
業
会
計

２
１
６
，
１
９
６
千
円

■
下
水
道
事
業
会
計

４
３
３
，
０
５
９
千
円

◆
総
計３

，
６
２
２
，
９
５
２
千
円

　

少
子
高
齢
化
や
過
疎
化
の
進
行
、

物
価
高
騰
な
ど
に
よ
り
、
令
和
８

年
度
に
お
い
て
も
厳
し
い
村
政
運

営
に
な
る
と
は
思
わ
れ
ま
す
が
、

村
内
経
済
の
活
性
化
な
ど
、
新
た

な
ビ
ジ
ネ
ス
展
開
も
生
ま
れ
て
い

る
状
況
を
チ
ャ
ン
ス
と
捉
え
、
村

内
外
の
関
係
者
、
村
職
員
の
知
恵

と
力
も
借
り
な
が
ら
、
村
民
の
皆

様
に
「
赤
井
川
村
に
住
ん
で
い
て

良
か
っ
た
」
と
言
っ
て
も
ら
え
る

よ
う
に
村
政
を
進
め
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

　

つ
き
ま
し
て
は
、
村
議
会
議
員

の
皆
様
と
住
民
の
皆
様
、
そ
し
て

関
係
機
関
の
皆
様
に
は
よ
り
一
層

の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
心
か
ら
お

願
い
を
申
し
上
げ
ま
し
て
、
令
和

８
年
度
の
村
政
執
行
方
針
と
い
た

し
ま
す
。

む
す
び

令和８年度村政執行方針
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国
内
外
で
発
生
す
る
自
然
災

害
や
政
策
変
更
に
よ
る
グ
ロ
ー

バ
ル
リ
ス
ク
、
深
刻
さ
を
増
す

人
口
減
少
、
少
子
高
齢
化
な
ど
、

先
行
き
に
対
す
る
不
確
実
性
の

高
ま
り
や
、
A
I
・
I
o
T
な

ど
の
技
術
革
新
の
進
展
に
よ
り
、

私
た
ち
を
取
り
巻
く
環
境
は
急

速
に
変
化
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
中
、
未
来
に
向

け
た
「
持
続
可
能
な
社
会
の
創

り
手
」
と
し
て
の
資
質
能
力
の

育
成
が
求
め
ら
れ
る
と
と
も
に
、

「
ウ
ェ
ル
ビ
ー
イ
ン
グ
の
向
上
」

を
教
育
を
通
じ
て
図
る
こ
と
が

期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
こ
の
よ
う
な
時
代
に

お
い
て
は
、
生
涯
学
習
の
理
念

に
基
づ
き
、
一
人
一
人
が
学
び

続
け
、
豊
か
な
人
生
を
送
る
こ

と
が
で
き
る
よ
う
、
学
習
で
き

る
環
境
を
整
え
る
こ
と
が
大
切

で
あ
る
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

本
年
度
も
引
き
続
き
、
村
議

会
議
員
並
び
に
村
理
事
者
の
み

な
さ
ま
の
深
い
御
理
解
と
村
民

各
位
の
温
か
い
御
支
援
の
下
、

教
育
の
諸
活
動
が
円
滑
に
推
進

で
き
る
よ
う
取
り
組
ん
で
ま
い

り
ま
す
。

　

こ
う
し
た
認
識
の
下
、
教
育

行
政
推
進
の
基
本
姿
勢
を
申
し

上
げ
ま
す
。

　

先
ず
は
学
校
教
育
に
つ
い
て

で
す
。

　

一
つ
目
は
、「
赤
井
川
を
愛

し
、誇
り
を
持
つ
子
供
の
育
成
」

で
す
。

　

地
域
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ

の
確
立
や
社
会
結
束
力
の
基
礎

は
郷
土
愛
に
あ
り
ま
す
。
地
方

創
生
、
地
域
社
会
の
発
展
の
カ

ギ
も
そ
こ
に
あ
る
と
言
わ
れ
て

い
ま
す
。

　

マ
イ
ナ
ス
か
ら
プ
ラ
ス
に
視

点
を
変
換
で
き
、
郷
土
に
誇
り

を
持
つ
こ
と
の
で
き
る
子
供
の

育
成
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

二
つ
目
は
、「
自
立
し
た
子

供
の
育
成
」
で
す
。

　

変
化
が
激
し
く
将
来
の
予
測

が
困
難
な
今
、
自
信
と
責
任
を

持
っ
て
社
会
で
活
躍
し
、
自
己

実
現
で
き
る
子
供
の
育
成
が
求

め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

そ
の
た
め
に
、
自
立
し
た
学

習
者
と
し
て
学
習
意
欲
を
持
っ

て
学
び
に
向
か
う
力
が
必
要
で

あ
り
、
そ
の
た
め
の
確
か
な
学

力
、
や
り
抜
く
心
、
支
え
る
体

力
の
育
成
を
目
指
し
て
ま
い
り

ま
す
。

　

次
に
社
会
教
育
に
つ
い
て
で

す
。

　

社
会
教
育
で
は
、
住
民
の
主

体
的
・
実
践
的
な
学
習
意
欲
を

喚
起
し
、
村
ぐ
る
み
で
生
涯
学

習
に
取
り
組
め
る
よ
う
学
習
機

会
の
充
実
を
目
指
し
て
ま
い
り

ま
す
。
ま
た
、「
第
13
期
赤
井

川
村
中
期
社
会
教
育
行
政
計

画
」
に
基
づ
き
、
点
検
・
評
価

を
行
い
な
が
ら
関
係
機
関
・
団

体
・
学
校
・
地
域
の
機
能
を
生

か
し
た
事
業
を
行
う
と
と
も
に
、

社
会
教
育
施
設
の
運
営
に
つ
い

て
計
画
的
な
維
持
管
理
を
行
い
、

村
民
に
と
っ
て
日
常
的
に
使
い

や
す
い
施
設
と
な
る
よ
う
努
め

ま
す
。

　

ま
た
、
学
校
・
家
庭
・
地
域

の
連
携
・
協
働
に
よ
る
地
域
の

教
育
力
の
向
上
を
図
っ
て
ま
い

り
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
実
施
に
あ
た
っ
て

は
、
効
果
的
な
推
進
を
目
指
し
、

重
点
項
目
を
絞
っ
た
施
策
を
実

行
し
ま
す
。

　

次
に
、
令
和
８
年
度
の
重
点

施
策
に
つ
い
て
申
し
上
げ
ま
す
。

１　

地
域
と
と
も
に
あ
る
学
校

　

づ
く
り
の
充
実

　

第
１
は
、「
地
域
と
と
も
に

あ
る
学
校
づ
く
り
の
充
実
」
で

あ
り
ま
す
。

　

将
来
に
わ
た
っ
て
地
元
に
愛

着
を
も
ち
、
地
域
課
題
に
主
体

的
に
向
き
合
う
人
材
の
育
成
を

ね
ら
い
、「
学
校
運
営
協
議
会
」

を
核
に
、
学
校
、
家
庭
及
び
地

域
が
相
互
に
協
力
し
、
地
域
全

体
で
学
び
を
展
開
す
る
「
地
域

と
と
も
に
あ
る
学
校
づ
く
り
」

を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　
「
社
会
に
開
か
れ
た
教
育
課

程
」
の
理
念
の
下
、
子
供
た
ち

に
必
要
な
資
質
・
能
力
を
社
会

と
目
標
を
共
有
し
て
育
成
す
る

と
と
も
に
、「
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
・

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
」
を
通
し
て
、

教
育
課
程
の
改
善
・
充
実
を
図

り
ま
す
。

　

ま
た
、
小
中
一
貫
教
育
の
も

と
、
地
域
の
人
材
、
素
材
の
活

用
を
図
り
、「
見
方
・
考
え
方

を
高
め
る
教
育
課
程
」
の
充
実

に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

２　

新
た
な
時
代
に
対
応
し
た

　

教
育
の
推
進

　

第
２
は
、「
新
た
な
時
代
に

対
応
し
た
教
育
の
推
進
」
で
あ

り
ま
す
。

　

一
人
一
人
の
子
供
が
こ
れ
か

ら
の
社
会
を
生
き
抜
く
力
を
身

に
付
け
て
い
く
た
め
に
は
、
主

体
的
・
対
話
的
で
深
い
学
び
を

基
盤
に
、
I
C
T
の
効
果
的
活

用
や
グ
ロ
ー
バ
ル
化
に
対
応
し

た
教
育
の
充
実
が
大
切
で
す
。

　

I
C
T
教
育
で
は
、
デ
ジ
タ

ル
ド
リ
ル
、
デ
ジ
タ
ル
教
科
書

な
ど
デ
ジ
タ
ル
コ
ン
テ
ン
ツ
の

有
効
な
活
用
に
よ
り
、
学
習
の

効
率
化
と
児
童
生
徒
の
情
報
活

用
能
力
の
育
成
を
図
っ
て
ま
い

り
ま
す
。
ま
た
、
包
括
連
携
協

定
を
締
結
し
た
関
連
企
業
の
人

材
派
遣
を
得
て
、
プ
ロ
グ
ラ
ミ

ン
グ
教
育
の
充
実
を
目
指
し
ま

す
。
ま
た
、
学
校
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
の
工
夫
、
刷
新
に
よ
り
、
教

育
情
報
の
即
時
性
を
高
め
る
と

と
も
に
多
様
化
を
進
め
て
ま
い

り
ま
す
。

　

I
C
T
環
境
の
整
備
・
充

実
に
つ
い
て
は
、
学
校
職
員

の
校
務
用
端
末
と
国
の
第
2
期

G
I
G
A
ス
ク
ー
ル
構
想
に

よ
る
児
童
生
徒
用
端
末
の
更

新
、
運
用
を
進
め
て
ま
い
り
ま

す
。
ま
た
、
校
務
支
援
シ
ス
テ

ム
、
図
書
管
理
シ
ス
テ
ム
な
ど

校
務
シ
ス
テ
ム
を
有
効
活
用
し

な
が
ら
、
公
文
書
の
デ
ジ
タ
ル

管
理
化
や
業
務
の
効
率
化
を
進

め
る
な
ど
、
教
育
D
X
の
推
進

を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　

グ
ロ
ー
バ
ル
化
に
対
応
し

た
教
育
で
は
、「
赤
井
川
村
国

際
交
流
推
進
計
画
」
に
基
づ
き
、

保
育
所
で
の
英
語
活
動
や
社
会

教
育
で
の
英
会
話
教
室
、
小
学

校
1
年
生
か
ら
の
外
国
語
活
動

や
小
中
の
乗
り
入
れ
授
業
、
中

学
校
で
の
英
検
の
全
員
受
験
と

無
償
化
の
取
組
等
を
通
し
て
、

引
続
き
外
国
語
教
育
の
充
実
を

図
り
ま
す
。
ま
た
北
海
道
教
育

教
育
行
政
執
行
方
針

重
点
施
策
の
展
開

は
じ
め
に

教
育
行
政
に
臨
む
基
本
姿
勢
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大
学
札
幌
校
留
学
生
と
の
交
流

プ
ロ
グ
ラ
ム
や
中
学
生
の
ス
ト

ラ
ス
モ
ア
校
訪
問
・
受
入
れ
プ

ロ
グ
ラ
ム
に
つ
い
て
は
、
学
校

の
教
育
活
動
や
年
間
プ
ロ
グ
ラ

ム
と
の
関
連
を
見
直
し
な
が
ら
、

教
育
内
容
の
充
実
に
努
め
ま
す
。

３　

小
中
が
一
貫
し
て
生
き
る

　

力
を
育
む
教
育
活
動
の
推
進

　

第
３
は
、「
小
中
が
一
貫
し

て
生
き
る
力
を
育
む
教
育
活
動

の
推
進
」
で
あ
り
ま
す
。

　

本
村
に
お
け
る
義
務
教
育
は
、

学
び
の
環
境
を
充
実
さ
せ
る
た

め
、
小
学
校
を
統
合
し
、
小
・

中
２
校
の
学
校
体
制
で
ス
タ
ー

ト
し
ま
す
。
児
童
生
徒
が
持
続

可
能
な
社
会
の
作
り
手
に
な
る

こ
と
を
願
い
、
心
身
と
も
に
自

立
し
た
主
体
的
な
学
習
者
の
育

成
を
目
指
し
て
、
指
導
の
連
続

性
と
系
統
性
を
強
化
し
て
ま
い

り
ま
す
。

　

義
務
教
育
終
了
時
の
あ
る
べ

き
姿
を
『
人
間
愛
に
あ
ふ
れ
、

郷
土
に
誇
り
を
抱
き
、
自
己
の

夢
や
希
望
に
向
か
っ
て
歩
む
15

歳
』
と
定
め
、
そ
の
姿
を
実
現

す
る
た
め
に
、「
赤
井
川
村
小

中
一
貫
教
育
推
進
委
員
会
」
や

「
赤
井
川
村
小
中
一
貫
教
育
連

絡
協
議
会
」
と
連
携
し
て
、
小

中
一
貫
教
育
の
充
実
を
図
り
ま

す
。

　

ま
た
、
各
校
ご
と
に
以
下
の

取
組
を
進
め
ま
す
。

　
【
確
か
な
学
力
】
を
育
む
教

育
の
推
進
に
向
け
て
は
、
子
供

た
ち
が
こ
れ
か
ら
の
社
会
や
世

界
に
向
き
合
っ
て
関
わ
り
合
い
、

自
ら
の
人
生
を
切
り
拓
い
て
い

く
た
め
に
、
生
き
て
働
く
「
知

識
・
技
能
の
習
得
」、
未
知
の

状
況
に
も
対
応
で
き
る
「
思
考

力
・
判
断
力
・
表
現
力
等
の
育

成
」、
学
び
を
人
生
や
社
会
に

生
か
そ
う
と
す
る
「
学
び
に
向

か
う
力
・
人
間
性
等
の
涵
養
」

が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ

ら
の
力
を
育
成
す
る
た
め
に
、

・
社
会
に
開
か
れ
た
教
育
課
程

　

の
編
成
・
実
施
と
カ
リ
キ
ュ

　

ラ
ム
・
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
に
よ

　

る
向
上

・「
何
を
学
ぶ
か
」
か
ら
「
ど

　

の
よ
う
に
学
ぶ
か
」
を
重
視

　

す
る
「
主
体
的
・
対
話
的
で

　

深
い
学
び
」
の
強
化

・
全
国
学
力
学
習
状
況
調
査
や

　

標
準
学
力
検
査
の
結
果
や
チ

　

ャ
レ
ン
ジ
テ
ス
ト
等
を
活
用

　

し
た
学
習
指
導
の
充
実

・
教
育
先
進
地
視
察
と
効
果
的

　

な
実
践
を
取
り
入
れ
た
授
業

　

改
善

を
重
点
に
取
り
組
み
ま
す
。

　

ま
た
、
小
・
中
学
校
で
の
専

科
教
員
の
配
置
や
授
業
研
究
に

よ
り
、
指
導
方
法
の
改
善
と
系

統
的
教
科
指
導
の
充
実
を
図
り

ま
す
。

　
【
豊
か
な
心
】
を
育
て
る
教

育
の
推
進
に
つ
い
て
は
、
基
本

的
な
倫
理
観
や
規
範
意
識
、
生

命
の
大
切
さ
や
思
い
や
り
の
心
、

美
し
い
も
の
に
感
動
す
る
心
や

自
己
肯
定
感
を
醸
成
さ
せ
る
た

め
に
、

・
各
種
ア
ン
ケ
ー
ト
、
ウ
ェ
ル

　

ビ
ー
イ
ン
グ
調
べ
の
実
施
と

　

分
析
、
改
善

・
児
童
生
徒
の
思
い
や
り
、
信

　

頼
関
係
を
基
本
と
し
た
生
徒

　

指
導
の
充
実

・
考
え
、
議
論
す
る
「
道
徳
授

　

業
」
の
職
員
研
修
と
実
践

・
図
書
管
理
シ
ス
テ
ム
の
有
効

　

活
用
と
読
書
活
動
へ
の
支
援

な
ど
を
重
点
に
取
り
組
み
ま
す
。

　
【
健
や
か
な
体
】
を
つ
く
る

た
め
の
教
育
の
推
進
に
つ
い
て

は
、
体
力
は
、
意
欲
や
気
力
に

も
大
き
く
関
わ
り
、
食
べ
る
事

と
同
様
に
、
子
供
た
ち
が
生
涯

に
わ
た
り
心
身
と
も
に
健
や
か

に
生
き
て
行
く
た
め
の
基
礎
と

な
る
も
の
で
あ
り
、

・
全
国
体
力
・
運
動
能
力
、
運

　

動
習
慣
等
調
査
や
各
種
テ
ス

　

ト
の
実
施
と
体
力
テ
ス
ト
デ

　

ジ
タ
ル
集
計
シ
ス
テ
ム
に
よ

　

る
実
態
把
握
・
分
析
に
基
づ

　

い
た
体
育
活
動
の
充
実
、
改

　

善
・
歯
磨
き
指
導
、
フ
ッ
化
物
洗

　

口
や
食
育
の
充
実
な
ど
健
康

　

教
育
の
推
進

・
部
活
動
の
地
域
展
開
と
地
域

　

体
育
団
体
や
近
隣
町
村
と
の

　

連
携
の
推
進

な
ど
を
重
点
に
取
り
組
み
ま
す
。

４　

教
育
環
境
の
整
備
と
保
護

　

者
支
援
の
充
実

　

第
４
は
、「
教
育
環
境
の
整

備
と
保
護
者
支
援
の
充
実
」
で

あ
り
ま
す
。

　

教
育
環
境
の
整
備
に
つ
い
て

は
、小
学
校
で
は
外
構
、外
装
・

内
装
等
施
設
の
大
規
模
改
修
が

終
了
し
た
と
こ
ろ
で
す
が
、
中

学
校
に
お
い
て
も
校
舎
の
ユ
ニ

バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン
化
に
向
け

た
改
修
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
そ
の
他
の
社
会
教
育

施
設
に
つ
い
て
も
、
改
善
計
画

の
策
定
、
実
施
を
進
め
ま
す
。

　

次
に
保
護
者
支
援
に
つ
い
て

で
あ
り
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
も
、
教
育
に
係
る

保
護
者
負
担
の
軽
減
に
努
め
て

い
る
と
こ
ろ
で
す
が
、
児
童
生

徒
が
安
心
し
て
充
実
し
た
学
校

生
活
を
送
れ
る
よ
う
、

・
学
習
教
材
へ
の
支
援

・
学
校
給
食
費
無
料
化
へ
の
支

　

援
・
部
活
動
に
お
け
る
中
体
連
全

　

道
、
全
国
大
会
等
出
場
へ
の

　

支
援

・
漢
字
検
定
や
英
語
検
定
な
ど

　

の
資
格
取
得
者
へ
の
支
援

な
ど
を
重
点
に
、
本
年
度
も
継

続
し
て
取
り
組
み
ま
す
。

５　

心
と
身
体
の
健
康
を
目
指

　

す
生
涯
学
習
の
推
進

　

第
５
は
、「
心
と
身
体
の
健

康
を
目
指
す
生
涯
学
習
の
推

進
」
で
あ
り
ま
す
。

　

生
涯
学
習
の
中
核
と
な
る
社

会
教
育
に
つ
い
て
は
、「
第
13

期
赤
井
川
村
中
期
社
会
教
育
行

政
計
画
」
前
期
計
画
を
基
本
に
、

よ
り
多
く
の
村
民
が
生
き
が
い

を
持
っ
て
活
動
で
き
る
よ
う
に
、

・
本
と
親
し
む
活
動
の
支
援
や

　

読
書
環
境
の
充
実

・
各
種
団
体
と
連
携
し
た
レ
ク

　

リ
エ
ー
シ
ョ
ン
ス
ポ
ー
ツ
の

　

推
進

・
ス
ポ
ー
ツ
施
設
の
計
画
的
整

　

備
・
郷
土
芸
能
、
伝
承
活
動
の
継

　

承
支
援

・
郷
土
資
料
の
活
用
を
は
じ
め

　

郷
土
を
知
る
活
動
の
推
進

・
学
校
教
育
活
動
と
連
携
し
た

　

国
際
交
流
事
業
の
推
進

・
赤
井
川
村
文
化
祭
の
充
実

・
子
ど
も
第
三
の
居
場
所
と
連

　

携
し
た
放
課
後
子
ど
も
教
室

　

の
実
施

な
ど
を
重
点
に
取
り
組
み
ま
す
。

　

以
上
、
令
和
８
年
度
の
本
村

教
育
行
政
の
主
な
施
策
に
つ
い

て
申
し
上
げ
ま
し
た
。

　

本
村
が
将
来
に
わ
た
っ
て
持

続
的
に
発
展
し
て
い
く
た
め
に

は
、
地
域
を
支
え
る
人
材
の
育

成
を
担
う
教
育
の
役
割
は
大
変

重
要
で
あ
り
ま
す
。
学
校
教
育

の
充
実
と
豊
か
な
生
涯
学
習
社

会
の
実
現
に
向
け
、
村
議
会
議

員
の
皆
様
並
び
に
村
民
の
皆
様

の
御
理
解
と
御
協
力
を
賜
り
ま

す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

む
す
び

令和８年度教育行政執行方針
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7 広報あかいがわ　2026.4.1

　今年度第３回目の学校運営協議会を開催しました。
　今回は、初めに学校ごとの部会に分かれて令和７年度の学校評
価について協議いただき、その後に全体で部会ごとの協議内容や
令和７年度の重点に基づく取り組み状況について交流を行いました。
　次に、各学校長から令和８年度学校運営方針について全体に説
明があり、異議なく承認されました。その後、全体交流に引き続き、
後志教育局教育社会教育指導班の主査から講話をしていただきま
した。
　今年度の学校運営協議会は今回が最後となります。新年度は５
月下旬に第１回の開催を予定しています。
　委員の皆様には遅い時間まで会議に参加いただきありがとうござ
いました。

第３回学校運営協議会
2026.2.16 赤井川村役場

　キロロスキー場にて、令和７年度チャレンジスキー教室Ⅱを行いま
した。
　今回のチャレンジスキー教室には、小学生から一般まで20名以
上が参加しました。２日間とも気温が高く、２日目には雨が降るな
かの開催となりましたが、参加した受講生は技術の習得に励んでい
ました。
　２日目は希望者が検定試験を受け、３級を１名、４級を２名が合
格しました。おめでとうございます！
　参加された皆さん、お疲れ様でした。

チャレンジスキー教室Ⅱ
2026.2.14～15 キロロスキー場

　令和７年６月に始まった赤井川小学校の改修工事が、無事に完了し
ました。この完成に合わせて、施工を担当された福津組の方をお招き
し、全校児童を対象とした「改修工事特別授業」を開催しました。
　授業では、建設に関わるお仕事の内容や、「安全で良いものを造り
たい」という皆さまの思いや工夫・苦労についてお話しいただき、子ど
もたちは真剣に耳を傾けていました。後半には、大工さんが使う道具
に触れたり、実際に身につけたりする体験もあり、子どもたちの関心
はさらに深まった様子でした。
　最後に児童の代表から感謝状をお渡しし、参観された方 も々交えて
記念撮影を行いました。新しくなった校舎を大切に使おうという気持
ちと、支えてくださった皆さまへの感謝の気持ちを育む、大変有意義
な時間となりました。

赤井川小学校改修工事特別授業
2026.2.25 赤井川小学校
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8� 広報あかいがわ　2026.4.1

　３月３日（火）災害時に迅速かつ円滑な支援活動を行うことを目的
として、健康支援センターにて北海道社会福祉協議会市民活動推
進担当課長高橋様を講師にお招きし、災害ボランティアセンター研
修会を開催しました。
　本研修会では災害ボランティアセンターの役割や設置の流れ、運
営体制についての説明に加え、発災後の被災者支援、各地から集
まるボランティアへの対応について学びました。
　災害ボランティアセンターは、被災された方と支援を希望するボラ
ンティアをつなぐ重要な拠点です。今後も関係機関との連携を深め
ながら迅速かつ的確な対応ができる体制づくりに努めてまいります。
引き続きみなさまのご理解とご協力をお願いいたします。

災害ボランティアセンター研修会を開催
2026.3.3 生活改善センター

Topics

　２月25日（水）悠楽学園大学にて地域の高齢者同士の交流と健康
づくりを目的にカレーづくり交流会を開催しました。
　当日は22名の参加者のほか、赤井川へき地保育所の児童と先生、
健康支援センターで働く職員を含め総勢約50名が集まるにぎやかな
会となりました。
　野菜の皮むきや具材の準備では自然に声を掛け合いながら協力
する姿があちらこちらで見られました。
　「上手だね」「ありがとう」といった温かな言葉が飛び交い、笑顔
の輪が広がっていきました。
　出来上がったカレーを囲んでの会食では世代をこえた会話が弾
み、会場は終始和やかな雰囲気に包まれました。子どもたちの元
気な声と参加者の皆様の優しいまなざしが重なり合い、心もお腹も
満たされるひとときとなりました。
　今回の交流会は、食を通じて世代をつなぐ大変意義深い機会と
なりました。
　悠楽学園大学では、今後もこのような交流の場を大切にし、笑
顔あふれる活動を続けてまいります。
　村内に住む65歳以上であればだれでも参加できるのでお気軽に
お問い合わせください。

悠楽学園大学でカレー作り交流会を開催
2026.2.25 健康支援センター

　３月５日（木）に二ッ森トンネル貫通式が行われ、関係者約120名
が参加しました。
　倶知安町、仁木町、赤井川村の３町村にまたがる延長12,650ｍの
トンネルであり、北海道新幹線のトンネル全17本のうち、11本目の
掘削が完了したトンネルとなり、トンネル貫通に８年５カ月を要しま
した。
　貫通式では、貫通点清めの儀や樽神輿入場の儀などが行われた
ほか、来賓祝辞では馬場村長が祝辞を述べ、乾杯は岩井議長の
挨拶で行われました。
　北海道新幹線の延伸予定区間は2038年度ごろの開業が見込まれ
ています。

北海道新幹線二ッ森トンネル貫通式
2026.3.5 仁木町
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9 広報あかいがわ　2026.4.1

　赤井川村と包括協定締結している株式会社モンベルのリュック
サックを令和8年度に赤井川小学校入学する児童の皆様にプレゼン
トするため、贈呈式を開催しました。
　贈呈したリュックサックには「AKAIGAWA VILLAGE」「mont-
bell」をプリントしており、唯一無二この村オリジナルのカバンとなっ
ております。カラーは「ブラウン・ブルー・レッド・ブラック」の四色
でいずれもお洒落な仕上がりでした。
　６名の新一年生は馬場村長から一人ずつリュックサックを受け取
り、皆さん大変喜んでいました。この事業は令和８年度の新入学児
童以降続けていくため、６年後には赤井川小学校児童全員が使用
していることとなります。

新小学一年生に「モンベルリュックサック」を贈呈
2026.3.6 赤井川村役場

　３月14日（土）、赤井川村中学校で令和７年度の卒業式が執り行われ、卒業生８名に林校長から卒業証書が
手渡されました。
　卒業証書を受け取った後、在校生代表として末次梨胡さんが送辞を、卒業生代表として小山海砂輝さんが答
辞を述べました。
　春から皆がそれぞれ別の道に進むことになります。新たな出会いなど楽しいことが沢山ありますが、その半面
つらく困難な壁にもぶつかることもあると思います。そんな時は赤井川で過ごした日 を々思い出して頑張ってくださ
い。
　ご卒業おめでとうございます。

赤井川中学校卒業式
2026.3.14　赤井川中学校

Topics

　３月19日（木）に赤井川小学校で令和７年度の卒業式が執り行われました。
　今年度の卒業生は８名でした。小学校に入学した頃はまだ小さかった児童たちも学校で過ごした６年間で立派
に成長した姿を見せてくれました。
　中学生になると学習面では先生が教科ごとに変わり、授業時間が長くなるなど学習環境が大きく変わります。
やらなくてはいけないことが増え、新しい環境に慣れるまで時間がかかるかもしれませんが、これまで小学校で
培ってきた対応力で乗り越え、勉強はもちろんのこと部活動などでも活躍する姿を楽しみにしています。
　ご卒業おめでとうございます。

赤井川小学校卒業式
2026.3.19　赤井川小学校
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10� 広報あかいがわ　2026.4.1

　３月19日（木）、都小学校最後の卒業証書授与式が執り行われました。今年度の卒業生は３名。これが同校にとっ
て最後の公式行事となりました。式典では、ピアノの生演奏にのせて児童と職員が心を一つに合唱を披露。慣れ
親しんだ学び舎への感謝と別れの寂しさが混じり合う中、歌声には明日への希望が満ち溢れ、体育館を温かく
包み込みました。閉校の切なさを吹き飛ばすような、未来を照らす光を感じさせる感動的な響きとともに、多くの
来賓や地域の方々に見守られ、3名の卒業生は堂 と々次の一歩を踏み出しました。
　ご卒業おめでとうございます。

都小学校卒業式
2026.3.19　都小学校

　いよいよ4月から、子ども第三の居場所「むらっこはうす」がスタート
します。
　私は赤井川村で生まれ育ちました。こどもの頃は当たり前だと思って
いたことも、村を離れて生活してみて、この村ならではの良さだったの
だと気づくことがたくさんありました。自然の中で思いきり遊べること、
人との距離が近く、地域の大人たちに見守られて成長できることは、赤
井川村で育つこどもたちの大きな魅力だと感じています。
　一方で、同級生が少ないことや、村の暮らしの中では経験する機会
が限られることもあります。私自身もこの村でこども時代を過ごしたか
らこそ、そうした中でこどもたちが感じる小さな悩みや気持ちも想像できるのではないかと思っています。
　村で育った経験も活かしながら、一人ひとりに寄り添い、この場所で過ごす時間がこどもたちにとって大切
な思い出になれば嬉しいです。むらっこはうすでこどもたちを迎える日々が、今からとても楽しみです。

地域おこし協力隊活動報告日誌
　No.35　地域おこし協力隊（こどもの居場所づくり担当）　福田　雅

Topics
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11 広報あかいがわ　2026.4.1

　

こ
の
た
び
、
地
域
の
防
災
力

を
さ
ら
に
高
め
る
た
め
、
新
た

に
最
新
型
の
消
防
車
を
配
備
い

た
し
ま
し
た
。

　

新
消
防
車
は
積
載
水
量
や
放

水
能
力
が
向
上
し
、
電
動
式
救

助
資
機
材
な
ど
を
積
載
し
て
お

り
、
多
様
化
す
る
あ
ら
ゆ
る
災

害
か
ら
住
民
の「
安
全
・
安
心
」

を
こ
れ
ま
で
以
上
に
守
る
こ
と

が
可
能
と
な
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
緊
急
消
防
援
助
隊
に

も
登
録
さ
れ
、
道
内
外
の
災
害

に
も
対
応
い
た
し
ま
す
。

　

3
月
下
旬
の
運
用
開
始
に
向

け
、
今
後
も
日
々
の
訓
練
と
連

携
を
重
ね
、
皆
さ
ま
の
暮
ら
し

を
支
え
る
防
災
活
動
に
全
力
で

取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

４
月
20
日
か
ら
4
月
30
日
迄

全
国
一
斉
に
春
の
火
災
予
防
運

動
が
実
施
さ
れ
ま
す
。
春
は
空

気
が
乾
燥
し
強
風
が
吹
く
こ
と

が
多
く
、
一
年
の
中
で
最
も
火

災
が
多
発
す
る
季
節
で
す
。

　

皆
さ
ん
一
人
一
人
が
火
気
を

正
し
く
使
用
し
、
悲
惨
な
焼
死

事
故
を
防
ぎ
、
貴
重
な
財
産
を

失
わ
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

全
国
統
一
防
火
標
語

急
ぐ
日
も

　
　

足
止
め
火
を
止
め

　
　
　
　
　
　
　
　

準
備
よ
し

〇
火
災
と
ま
ぎ
ら
わ
し
い
煙
等

を
発
す
る
お
そ
れ
の
あ
る
行
為

を
す
る
場
合
は
、
消
防
へ
の
届

出
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

※
乾
燥
時
及
び
強
風
時
な
ど
の

火
災
が
発
生
し
や
す
い
状
況
の

場
合
は
中
止
し
、
燃
や
す
場
合

は
必
ず
現
場
に
立
会
い
、
消
火

の
準
備
を
し
て
お
く
な
ど
を
実

施
し
、
近
隣
に
住
む
方
々
へ
迷

惑
を
掛
け
な
い
た
め
に
も
皆
さ

ん
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　　

春
の
全
国
交
通
安
全
運
動
が

４
月
６
日
（
月
）
か
ら
４
月
15

日
（
水
）
の
10
日
間
実
施
さ
れ

ま
す
。

　

春
は
気
温
の
上
昇
や
新
生
活

の
ス
タ
ー
ト
に
よ
り
外
出
す
る

機
会
が
増
え
る
た
め
、
交
通
事

故
に
遭
わ
な
い
た
め
に
、
改
め

て
交
通
事
故
防
止
の
ポ
イ
ン
ト

を
確
認
し
ま
し
ょ
う
。

■
交
通
事
故
防
止
の
ポ
イ
ン
ト

〇
ハ
ン
ド
サ
イ
ン
で
ス
ト
ッ
プ

運
動
を
実
践
し
よ
う

　

歩
行
者
は
横
断
歩
道
を
渡
る

前
に
し
っ
か
り
と
左
右
確
認
を

し
、
手
を
上
げ
る
な
ど
の
合
図

（
ハ
ン
ド
サ
イ
ン
）
で
ド
ラ
イ
バ

ー
に
横
断
す
る
意
思
を
明
確
に

伝
え
ま
し
ょ
う
。

　

ド
ラ
イ
バ
ー
は
横
断
歩
道
が

歩
行
者
優
先
で
あ
る
こ
と
を
認

識
し
、
横
断
歩
道
を
横
断
し
よ

う
と
す
る
人
又
は
横
断
中
の
人

が
い
る
と
き
に
は
必
ず
横
断
歩

道
手
前
で
停
止
し
、「
お
先
に
ど

う
ぞ
」
と
手
で
合
図
（
ハ
ン
ド

サ
イ
ン
）
を
す
る
こ
と
で
歩
行

者
と
ド
ラ
イ
バ
ー
が
意
思
疎
通

を
図
り
、
不
慮
の
事
故
を
防
止

し
ま
し
ょ
う
。

○
通
学
路
や
生
活
道
路
で
は
ス

ピ
ー
ド
ダ
ウ
ン

　

４
月
は
新
入
学
の
時
期
で
す
。

　

新
１
年
生
の
登
下
校
が
始
ま

り
ま
す
。

　

通
学
路
で
は
こ
ど
も
の
飛
出

し
等
が
予
想
さ
れ
る
こ
と
か
ら

ス
ピ
ー
ド
ダ
ウ
ン
を
徹
底
し
、

予
測
運
転
に
努
め
ま
し
ょ
う
。

○
自
転
車
の
交
通
ル
ー
ル
を
守

ろ
う

　

本
年
４
月
１
日
か
ら
自
転
車

の
一
定
の
交
通
違
反
に
も
「
交

通
反
則
通
告
制
度
」
が
適
用
さ

れ
ま
す
。

　

自
転
車
を
運
転
す
る
場
合
は

交
通
ル
ー
ル
を
し
っ
か
り
と
守

り
、
安
全
運
転
に
努
め
ま
し
ょ

う
。

　

ま
た
、
運
転
中
に
交
通
事
故

や
転
倒
な
ど
で
頭
部
を
負
傷
す

る
と
、
致
命
傷
に
な
る
可
能
性

が
あ
り
ま
す
の
で
、
自
転
車
に

乗
る
時
は
ヘ
ル
メ
ッ
ト
を
着
用

し
ま
し
ょ
う
。

赤
井
川
消
防
に
最
新

型
の
水
槽
付
き
消
防

ポ
ン
プ
自
動
車
配
備

余
市
警
察
署
だ
よ
り

歩
行
者
も
ド
ラ
イ

バ
ー
も
「
ハ
ン
ド
サ

イ
ン
」
で
事
故
防
止

春
の
火
災
予
防
運
動
実
施
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12� 広報あかいがわ　2026.4.1

　４月９日（木）子宮頸がん・乳がん・大腸がん検診、
４月18日（土）春の住民健診があります。受診される
方は、当日、問診票・同意書、健康保険証の持参をお
願いします。

　　

毎
年
4
月
24
日
～
30
日
は
、

W
H
O
（
世
界
保
健
機
関
）
が

制
定
し
た
、
感
染
症
か
ら
人
々

を
守
り
、
ワ
ク
チ
ン
接
種
の
普

及
啓
発
を
す
る
世
界
的
な
期
間

で
す
。

　

赤
井
川
村
で
は
、
定
期
予
防

接
種
の
対
象
の
方
に
は
4
月
中

に
個
別
に
案
内
を
送
付
し
ま
す
。

案
内
が
届
い
た
方
は
、
内
容
を

ご
確
認
の
う
え
、
接
種
に
つ
い

て
ご
検
討
く
だ
さ
い
。

　

春
は
、
気
候
の
変
動
や
環
境

の
変
化
が
激
し
い
季
節
で
す
。

新
年
度
や
新
生
活
が
は
じ
ま
り
、

「
な
ん
と
な
く
体
が
だ
る
い
」

「
や
る
気
が
出
な
い
」「
眠
れ
な

い
」
等
の
不
調
を
感
じ
て
い
ま

せ
ん
か
。
そ
れ
は
、「
春
バ
テ
」

と
も
呼
ば
れ
る
寒
暖
差
や
気
圧

の
変
動
、
環
境
の
変
化
な
ど
に

よ
る
自
律
神
経
の
乱
れ
が
原
因

か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

【
自
律
神
経
を
整
え
る
セ
ル
フ

ケ
ア
】

〇
体
内
時
計
を
整
え
る

　

朝
起
き
た
ら
カ
ー
テ
ン
を
開

　

け
て
、
太
陽
の
光
を
浴
び
る

〇
寒
暖
差
対
策
を
す
る

　

調
整
で
き
る
服
装
に
す
る
、

　

首
・
手
首
・
足
首
を
温
め
る

〇
軽
い
運
動
で
緊
張
を
ほ
ぐ
す

　

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
や
ス
ト
レ
ッ

　

チ
な
ど
の
軽
い
運
動
は
、
血

　

流
を
よ
く
す
る

〇
入
浴

　

ぬ
る
め
の
お
湯（
38
～
40
℃
）

　

に
10
分
～
15
分
ほ
ど
浸
か
る

　

と
リ
ラ
ッ
ク
ス
し
や
す
い

〇
意
識
的
に
休
養
を
と
る

　
「
疲
れ
た
」「
や
る
気
が
で
な

　

い
」
と
感
じ
た
ら
、
無
理
を

　

せ
ず
休
養
を
と
る

　

そ
れ
で
も
、
こ
こ
ろ
が
不
安

定
な
と
き
は
、
身
近
な
相
談
先

と
し
て
村
の
保
健
師
も
お
り
ま

す
の
で
、
い
つ
で
も
お
声
が
け

く
だ
さ
い
。

　

北
海
道
後
期
高
齢
者
医
療
広

域
連
合
運
営
協
議
会
と
は
、
後

期
高
齢
者
医
療
制
度
の
運
営
に

関
す
る
重
要
事
項
を
審
議
す
る

こ
と
を
目
的
と
し
て
設
置
し
た

機
関
で
す
。
学
識
経
験
者
、
健

康
保
険
関
係
者
、
医
師
、
歯
科

医
師
、
薬
剤
師
、
公
益
団
体
関

係
者
、
そ
し
て
住
民
の
皆
様
な

ど
で
構
成
し
ま
す
。

　

こ
の
度
、
こ
の
運
営
協
議
会

の
住
民
の
皆
様
の
代
表
と
な
る

委
員
を
、
下
記
の
と
お
り
、
募

集
い
た
し
ま
す
。

■
応
募
資
格

　

道
内
に
在
住
す
る
満
18
歳
以

上
の
方
で
、
平
日
の
夜
間
に
札

幌
市
で
年
２
回
程
度
開
催
さ
れ

る
会
議
に
出
席
す
る
こ
と
が
可

能
な
方
な
ら
ど
な
た
で
も
応
募

で
き
ま
す
。
た
だ
し
、
国
及
び

地
方
公
共
団
体
の
議
会
の
議
員

並
び
に
国
家
公
務
員
及
び
地
方

公
務
員
、
本
広
域
連
合
の
他
の

附
属
機
関
等
の
委
員
を
除
き
ま

す
。

■
募
集
人
数

　

５
名

■
任
期

　

７
月
１
日
か
ら
２
年
間

■
応
募
方
法

　

広
域
連
合
で
定
め
た
応
募
用

　

紙
に
必
要
事
項
を
記
入
し
、

　

テ
ー
マ
「
後
期
高
齢
者
医
療

　

制
度
に
お
け
る
課
題
と
今
後

　

の
在
り
方
に
つ
い
て
の
小
論

　

文
（
８
０
０
字
程
度
。
応
募

　

用
紙
の
裏
面
を
用
い
て
も
別

　

紙
を
用
い
て
も
構
い
ま
せ
ん
。）

　

と
と
も
に
、
下
記
あ
て
に
郵

　

送
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
、
電
子
メ
ー
ル

　

で
お
送
り
い
た
だ
く
か
、
ご

　

持
参
く
だ
さ
い
。

■
応
募
期
間

　

３
月
２
日
（
月
）
か
ら

　

４
月
30
日
（
木
）
ま
で

　
（
郵
送
の
場
合
は
、
当
日
消

　

印
有
効
）

■
委
員
の
仕
事

　

学
識
経
験
者
等
の
委
員
と
と

　

も
に
、
北
海
道
後
期
高
齢
者

　

医
療
広
域
連
合
の
後
期
高
齢

　

者
医
療
制
度
運
営
に
関
す
る

　

重
要
事
項
に
つ
い
て
審
議
し

　

て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

北
海
道
後
期
高
齢
者
医
療
広

　

域
連
合
の
組
織
や
事
業
の
概

　

要
に
つ
き
ま
し
て
は
、
広
域

　

連
合
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（
左

　

記
U
R
L
）
で
ご
覧
い
た
だ
け

　

ま
す
。

　

http://iryokouiki-hokkaido.jp/

■
報
酬
等

　

運
営
協
議
会
に
出
席
し
た
場

　

合
に
は
、「
北
海
道
後
期
高

　

齢
者
医
療
広
域
連
合
非
常
勤

　

の
職
員
の
報
酬
及
び
費
用
弁

　

償
に
関
す
る
条
例
」
の
規
定

　

に
よ
り
、
報
酬
（
１
日
に
つ

　

き
５,

０
０
０
円
）
及
び
旅

　

費
を
お
支
払
い
い
た
し
ま
す
。

■
お
問
い
合
わ
せ

　

北
海
道
後
期
高
齢
者
医
療
広

　

域
連
合
総
務
班
情
報
管
理
担

　

当

　

〒
０
６
０

－

０
０
６
２

　

札
幌
市
中
央
区
南
２
条
西 

　

14
丁
目　

国
保
会
館
６
階

　

℡
０
１
１

－

２
９
０

－

５
６
０
１

　

Fax
０
１
１

－

２
１
０

－

５
０
２
２

　

メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス

　

joho-kanri@
iryokouiki-　

　

hokkaido.jp

世
界
予
防
接
種
週
間

春
は
自
律
神
経

が
乱
れ
や
す
い

北
海
道
後
期
高
齢
者

医
療
広
域
連
合
運
営

協
議
会
委
員
募
集
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13 広報あかいがわ　2026.4.1

健康支援センターだより

　　

身
近
な
保
健
師
に
は
相
談
し

に
く
い
と
感
じ
る
方
は
、
保
健

所
で
も
相
談
窓
口
を
開
設
し
て

い
ま
す
。
専
門
医
や
保
健
師
が

相
談
に
応
じ
て
い
ま
す
の
で
、

ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　

こ
こ
ろ
の
相
談
は
、
予
約
制

で
す
。
相
談
の
３
日
前
ま
で
に

ご
連
絡
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

都
合
に
よ
り
相
談
日
時
が
変

更
に
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
の

で
、
詳
し
く
は
保
健
所
ま
で
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
お
問
い
合
わ
せ

　

倶
知
安
保
健
所
健
康
推
進
課

　

健
康
支
援
係

　

℡
０
１
３
６

－

２
３

－

１
９
５
７

月
会　　　場

倶知安保健所 余市支所

４月 15日（水）
10:00～12:00

５月 20日（水）
10：00～12：00

６月 25日（木）
14:00～16:00

７月
23日（木）

14：00～16：00
※日程は変更となる可
能性があります。

８月 27日（木）
13:30～15:30

９月 ２日（水）
10：00～12：00

１０月 ７日（水）
10:00～12:00

１１月
26日（木）

14：00～16：00
※日程は変更となる可
能性があります。

１２月 24日（木）
14:00～16:00

令和９年１月
28日（木）

14：00～16：00
※日程は変更となる可
能性があります。

２月 25日（木）
13:30～15:30

３月
４日（木）

14：00～16：00
※日程は変更となる可
能性があります。

こ
こ
ろ
の
健
康
が

大
切
で
す
！

　

赤
井
川
村
で
暮
ら
す
「
高
齢

者
の
方
の
皆
さ
ん
の
総
合
相
談

窓
口
」
と
し
て
、
地
域
包
括
支

援
セ
ン
タ
ー
を
ご
利
用
く
だ
さ

い
。

　

高
齢
者
ご
本
人
様
、
ご
家
族

様
、
地
域
の
皆
様
、
ど
な
た
か

ら
の
相
談
も
受
け
付
け
ま
す
。

　

ま
ず
は
、
地
域
包
括
支
援
セ

ン
タ
ー
（
４
８

－

５
２
０
５
）

へ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

※
来
所
、
お
電
話
、
訪
問
ど
れ

　

で
も
対
応
い
た
し
ま
す
。

※
平
日
に
限
り
ま
す
。

　

毎
年
、
皆
様
に
ご
協
力
を
い

た
だ
い
て
お
り
ま
す
移
動
献
血

車
「
ひ
ま
わ
り
号
」
に
よ
る
献

血
を
赤
井
川
村
役
場
駐
車
場
で

実
施
し
ま
す
。

　

本
年
に
お
い
て
も
慢
性
的
な

輸
血
用
血
液
が
不
足
し
て
い
る

状
況
が
続
い
て
お
り
ま
す
。
輸

血
を
必
要
と
す
る
患
者
さ
ん
の

た
め
、
幅
広
い
年
齢
層
の
方
々

献
血
が
命
に
繋
が
り
ま
す
。
皆

さ
ま
の
ご
協
力
を
宜
し
く
お
願

い
い
た
し
ま
す
。

■
日
時

　

４
月
６
日
（
月
）

　

午
前
９
時
30
分
～
11
時
45
分

■
場
所

　

赤
井
川
村
役
場
駐
車
場

　

令
和
８
年
３
月
分
（
４
月
納

付
分
）
か
ら
健
康
保
険
料
率
は

10
．
28
％（
マ
イ
ナ
ス
０
．
03

％
ポ
イ
ン
ト
）、
介
護
保
険
料

率
は
１
．
62
％（
プ
ラ
ス
０
．

03
％
ポ
イ
ン
ト
）
と
な
り
ま
す
。

　

ま
た
、令
和
８
年
４
月
分（
５

月
納
付
分
）
よ
り
始
ま
る
子
ど

も
・
子
育
て
支
援
金
率
は
０
．

23
％
と
な
り
ま
す
。

　

ご
自
身
の
健
康
づ
く
り
や
医

療
の
か
か
り
方
が
将
来
的
な
北

海
道
の
医
療
費
上
昇
、
保
険
料

率
の
伸
び
を
抑
え
る
こ
と
に
も

つ
な
が
り
ま
す
の
で
、
ご
協
力

い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
申

し
上
げ
ま
す
。

■
お
問
い
合
わ
せ

　

全
国
健
康
保
険
協
会
（
協
会

　

け
ん
ぽ
）
北
海
道
支
部

　

℡
０
１
１

－

７
２
６

－

０
３
５
２

赤
井
川
村
地
域
包
括
支
援

セ
ン
タ
ー
は
高
齢
の
方

の
総
合
相
談
窓
口
で
す

献
血
へ
の
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す

令
和
８
年
度
の

保
険
料
率
改
定
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14� 広報あかいがわ　2026.4.1

INFO
RMA

TION

INFO
RMA

TIONお知らせ
伝言板

　

い
つ
も
地
域
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー
の
運
営
に
対
し
ご
理
解
を

い
た
だ
き
ま
し
て
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。
こ
の
た
び
、
村

内
福
祉
事
業
所
の
円
滑
な
連
携

を
図
る
た
め
事
業
所
を
左
記
の

場
所
へ
と
移
転
し
ま
し
た
の
で

お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。

　

新
し
い
環
境
で
よ
り
良
い
サ

ー
ビ
ス
を
お
届
け
で
き
る
よ
う

努
め
て
ま
い
り
ま
す
。
今
後
と

も
変
わ
ら
ぬ
ご
支
援
を
よ
ろ
し

く
お
願
い
し
ま
す
。

■
移
転
場
所

　

旧　

赤
井
川
村
健
康
支
援
セ

　
　
　

ン
タ
ー
内
（
多
目
的
実

　
　
　

践
室
向
か
え
）

　

新　

赤
井
川
村
デ
イ
サ
ー
ビ

　
　
　

ス
内
（
旧
赤
井
川
村
デ

　
　
　

イ
サ
ー
ビ
ス
事
務
所
）

　

手
話
は
、
手
指
の
動
き
や
表

情
で
思
い
を
伝
え
る
、
独
自
の

文
化
を
持
つ
「
大
切
な
言
語
」

で
す
。

　

村
で
は
、
手
話
を
必
要
と
す

る
ひ
と
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る

共
生
社
会
を
目
指
し
、
新
た
に

条
例
を
制
定
し
ま
し
た
。

「
赤
井
川
村
手
話
言
語
条
例
」

3
つ
の
ポ
イ
ン
ト

１
手
話
は
「
言
葉
」
で
す
。

　

手
話
を
単
な
る
手
段
で
は
な

　

く
、
ひ
と
つ
の
言
語
と
し
て

　

尊
重
し
ま
す
。

２
地
域
み
ん
な
で
支
え
合
う
。

　

村
・
住
民
・
事
業
者
が
協
力

　

し
、
手
話
へ
の
理
解
を
深
め

　

て
い
き
ま
す
。

３
手
話
を
学
び
、
使
い
や
す
い

　

環
境
を
整
え
ま
す
。

　

手
話
を
学
ぶ
機
会
の
提
供
な

　

ど
に
努
め
ま
す
。

　

毎
年
度
、
赤
井
川
村
社
会
福

祉
協
議
会
に
お
い
て
手
話
講
座

が
開
催
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

手
話
は
心
を
つ
な
ぐ
架
け
橋

で
す
。
ぜ
ひ
一
度
、「
手
話
」
を

知
る
こ
と
か
ら
は
じ
め
て
み
ま

せ
ん
か
？

■
お
問
い
合
わ
せ

〇
赤
井
川
村
保
健
福
祉
課

　

℡
３
５

－

２
０
５
０

〇
赤
井
川
村
社
会
福
祉
協
議
会

　

℡
３
４

－

６
０
６
８

　

令
和
８
年
度
調
理
師
試
験
を

次
の
と
お
り
実
施
し
ま
す
。

■
試
験
日
時

　

８
月
25
日
（
火
）

　

13
時
30
分
～
16
時

■
試
験
地

　

�

札
幌
市
（
後
志
圏
域
在
住
の

方
は
札
幌
市
が
試
験
地
と
な

り
ま
す
。）

■
受
験
料

　

�

６
，
９
０
０
円
に
相
当
す
る

額
面
の
北
海
道
収
入
証
紙

■
試
験
科
目
及
び
試
験
方
法

　

�

食
文
化
概
論
、
公
衆
衛
生
学
、

栄
養
学
、
食
品
学
、
食
品
衛

生
学
及
び
調
理
理
論
に
つ
い

て
の
筆
記
試
験

■
受
験
資
格

　

学
校
教
育
法
（
昭
和
22
年
法

　

律
第
26
号
）
第
57
条
に
規
定

　

す
る
者
（
調
理
師
法
附
則
第

　

3
項
の
規
定
に
よ
り
学
校
教

　

育
法
第
57
条
に
規
定
す
る
者

　

と
み
な
さ
れ
る
者
を
含
む
。）

　

で
あ
っ
て
、
多
数
人
に
対
し

　

て
飲
食
物
を
調
理
し
て
供
与

　

す
る
寄
宿
舎
、
学
校
、
病
院

　

等
の
施
設
又
は
食
品
衛
生
法

　

施
行
令
（
昭
和
28
年
政
令
第

　

２
２
９
号
）
第
35
条
第
1
号

　
（
飲
食
店
営
業
）、第
4
号（
魚

　

介
類
販
売
業
）、
第
25
号
（
そ

　

う
ざ
い
製
造
業
）、第
26
号（
複

　

合
型
そ
う
ざ
い
製
造
業
）
に

　

掲
げ
る
営
業
に
お
い
て
令
和

　

8
年
5
月
15
日
ま
で
に
2
年

　

以
上
調
理
の
業
務
に
従
事
し

　

た
者
。

■
願
書
受
付
期
間

　

４
月
30
日
（
木
）
か
ら

　

５
月
15
日
（
金
）
ま
で

■
提
出
書
類

・
調
理
師
試
験
受
験
願
書

・
調
理
師
試
験
受
験
者
整
理
カ

　

ー
ド

・
調
理
師
試
験
入
力
通
知
書

　

各
１
部

■
受
験
案
内（
願
書
）配
布
場
所

　

�

各
保
健
所
・
支
所
で
配
布
す

る
ほ
か
、
北
海
道
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド

で
き
ま
す
。

■�

お
問
い
合
わ
せ
・
受
験
願
書

　

提
出
先

・
北
海
道
倶
知
安
保
健
所

　

企
画
総
務
課
企
画
係

　

〒
０
４
４

－

０
０
０
１

　

�

虻
田
郡
倶
知
安
町
北
１
条
東

２
丁
目

　

℡
０
１
３
６

－

２
３

－

１
９
５
２

・
北
海
道
倶
知
安
保
健
所

　

余
市
地
域
保
健
支
所

　

〒
０
４
６

－

０
０
１
５

　

�

余
市
郡
余
市
町
朝
日
町
12
番

地

　

℡
０
１
３
５

－

２
３

－

３
１
０
４

・
北
海
道
岩
内
保
健
所

　

企
画
総
務
課
企
画
係

　

〒
０
４
５

－

０
０
２
２

　

�

岩
内
郡
岩
内
町
清
住
２
５
２

－

１

　

℡
０
１
３
５

－

６
２

－

１
５
３
７

赤
井
川
村
地
域
包

括
支
援
セ
ン
タ
ー

か
ら
の
お
知
ら
せ

「
赤
井
川
村
手
話
言
語
条
例
」

が
制
定
さ
れ
ま
し
た

令
和
８
年
度
調
理
師

試
験
の
実
施
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15 広報あかいがわ　2026.4.1

INFORMATION

山村活性化支援センターの新指定管理者就任（有限会社恒志堂）と
山村活性化支援センター新たな利活用「村民ご意見大募集」のお願い
　平素より赤井川村山村活性化支援センターをご利用いただき、誠にありがとうございます。このたび、赤井川
村と包括連携協定を結んでいる有限会社恒志堂が令和８年４月より、新たに指定管理者として、当センターの運
営を担うこととなりました。今後も、村民の皆さまにとって利用しやすく、親しまれるセンターを目指し、スタッフ
一同努めてまいります。

　つきましては、赤井川村民の皆さまが今後どのように山村活性化
支援センター（村の燈）を活用したいか、またどのようなイベントを開
催して欲しいかなど、ご意見をお聞かせいただきたく大募集いたし
ます。ご協力いただいたご意見は、今後の運営やサービス向上に役
立ててまいりますので、ぜひご協力をお願いいたします。

　「村民ご意見大募集」の詳細やご提出方法につきましては、村の
燈ホームページをご覧いただくか、下記までお問い合わせください。
　今後とも、赤井川村山村活性化支援センターをよろしくお願いい
たします。

■提出先
・メールアドレス：akvillagehokkaido@gmail.com
・赤井川村山村活性化支援センターへの郵送
〒046-0571　北海道余市郡赤井川村字常盤443-1
■お問い合わせ
・メールアドレス：akvillagehokkaido@gmail.com
・村の燈ホームページ：https://mura-no-akari.com/

ついにオープン！子ども第三の居場所「むらっこはうす」
　2024年11月に地域おこし協力隊に就任以来、こどもたちが安心
して過ごせる居場所を目指し、放課後子ども教室やへき地保育所
のサポートをはじめ視察や研修を重ねて準備を進めてきました。そ
して４月１日、ついに「むらっこはうす」が誕生します！
　赤井川村の自然に馴染む落ち着いた外観の建物も無事完成しま
した。室内には、こどもたちがワクワクするようなボードゲームや、
ゆったり過ごせるスペースを揃え、初日から安心して楽しめる準備を
整えています。
　今後は、デイキャンプやむらバス遠足などのイベントも企画し、こ
こでしかできない体験をこどもたちに届けていきたいと考えていま
す。
　「みんなでつくるひとりひとりの秘密基地」
　そんな場所を目指し、こどもたちだけでなく村民の皆様とも関わ
りながら、村全体でこどもたちの「ありのまま」を見守っていける居
場所にしていきます。
　ぜひ温かく見守っていただければ幸いです。

　子ども第三の居場所「むらっこはうす」
　スタッフ一同より
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16� 広報あかいがわ　2026.4.1

お知らせ伝言板

年
金
だ
よ
り
こ
ん
な
と
き
は
、
必
ず
届
出
を

〈
こ
ん
な
と
き
〉

〈
ど
う
す
る
〉

〈
届
出
先
〉

会
社
を
退
職
し
た
と
き

国
民
年
金
に
加
入
の
手
続
き
を
す
る
（
被
扶
養

配
偶
者
も
同
様
）

市
町
村
の
国
民
年
金
担
当
窓
口

結
婚
や
退
職
等
で
配
偶
者
の
扶
養
に

な
っ
た
と
き

第
３
号
被
扶
養
者
へ
の
種
別
変
更
の
手
続
き
を

す
る

配
偶
者
の
勤
務
先

配
偶
者
の
扶
養
か
ら
は
ず
れ
た
と
き
第
３
号
被
保
険
者
か
ら
第
１
号
被
保
険
者
へ
の

種
別
変
更
の
手
続
き
を
す
る

市
町
村
の
国
民
年
金
担
当
窓
口

配
偶
者
が
会
社
を
変
わ
っ
た
と
き

引
き
続
き
第
３
号
被
保
険
者
と
な
る
手
続
き
を

す
る

配
偶
者
の
新
し
い
勤
務
先

年
金
手
帳
を
な
く
し
た
と
き

再
交
付
の
手
続
き
を
す
る

第
１
号
被
保
険
者

　

→
市
町
村
の
国
民
年
金
担
当
窓
口

第
３
号
被
保
険
者

　

→
年
金
事
務
所

口
座
振
替
を
開
始
・
停
止
・
変
更

す
る
と
き

口
座
振
替
納
付
（
変
更
）
申
出
書
を
提
出
す
る
銀
行
・
郵
便
局
・
農
協
・
漁
協
・

信
用
金
庫
・
信
用
組
合
・
労
働
金
庫

納
付
書
を
紛
失
し
た
と
き

納
付
書
の
再
発
行
を
申
し
出
る

年
金
事
務
所

保
険
料
を
納
め
る
の
が
困
難
な
と
き
保
険
料
免
除
の
申
請
を
す
る

（
全
額
・
４
分
の
３
・
半
額
・
４
分
の
１
免
除
）
市
町
村
の
国
民
年
金
担
当
窓
口

若
年
者
納
付
猶
予
の
申
請
を
す
る

（
30
歳
未
満
の
方
に
限
る
）

学
生
で
保
険
料
を
納
め
る
の
が
困
難

な
と
き

学
生
納
付
猶
予
の
申
請
を
す
る

（
30
歳
未
満
の
方
に
限
る
）

市
町
村
の
国
民
年
金
担
当
窓
口

国
民
年
金
保
険
料
を
納
め
す
ぎ
た
と
き
国
民
年
金
保
険
料
還
付
請
求
書
の
提
出
を
す
る
年
金
事
務
所

65
歳
に
な
っ
た
と
き

老
齢
基
礎
年
金
の
請
求
を
す
る

第
１
号
被
保
険
者

　

→
市
町
村
の
国
民
年
金
担
当
窓
口

第
３
号
被
保
険
者

　

→
年
金
事
務
所

障
害
者
に
な
っ
た
と
き

障
害
基
礎
年
金
の
請
求
を
す
る

初
診
日
に
第
１
号
被
保
険
者

　

→
市
町
村
の
国
民
年
金
担
当
窓
口

初
診
日
に
第
３
号
被
保
険
者

　

→
年
金
事
務
所

20
歳
前
に
障
害
に
な
っ
た
場
合

　

→
市
町
村
の
国
民
年
金
担
当
窓
口

死
亡
し
た
と
き

国
民
年
金
加
入
中
→
遺
族
基
礎
年
金

・
寡
婦
年
金
・
死
亡
一
時
金
の
請
求

市
町
村
の
国
民
年
金
担
当
窓
口

（
年
金
事
務
所
の
場
合
有
り
）

※
届
出
の
内
容
に
よ
り
、
届
出
先
が
異
な
り
ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

※
手
続
き
の
際
は
、
必
ず
届
出
先
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

倶知安町
後志労働福祉センター

岩内町
岩内地方文化センター

 ２０２６年４月 22日（水） 23日（木）

　　　　　　  ５月 20日（水） 21日（木）

　　　　　　  ６月 17日（水） 18日（木）

　　　　　　  ７月 22日（水） 23日（木）

　　　　　　  ８月 19日（水） 20日（木）

　　　　　　  ９月 ９日（水） 10日（木）

　　　　　  １０月 28日（水） 29日（木）

　　　　　  １１月 18日（水） 19日（木）

　　　　　  １２月 16日（水） 17日（木）

 ２０２７年１月 20日（水） 21日（木）

　　　　　 ２月 17日（水） 18日（木）

　　　　　 ３月 17日（水） 18日（木）

令
和
８
年
度
出
張
年
金
相
談
所
開
設
日
程

■
開
設
時
間

・
後
志
労
働
福
祉
セ
ン
タ
ー　

13
時
～
17
時

・
岩
内
地
方
文
化
セ
ン
タ
ー　

９
時
～
13
時

※
事
前
予
約
制
に
よ
り
実
施
し
ま
す
。

■
予
約
受
付

　

小
樽
年
金
事
務
所
お
客
様
相
談
室

　

℡
０
１
３
４

－

３
３

－

５
０
２
６

　
（
音
声
案
内
１
→
２
）
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INFORMATION

　

北
海
道
庁
で
は
、
試
験
研
究

機
関
や
農
業
関
係
団
体
と
連
携

し
、
農
業
の
生
産
性
向
上
、
農

業
経
営
や
農
村
生
活
の
改
善
な

ど
に
関
す
る
技
術
や
知
識
を
農

業
者
に
普
及
指
導
す
る
普
及
職

員
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

　

令
和
８
年
度
北
海
道
職
員
採

用
試
験
の
予
定
は
以
下
の
と
お

り
で
す
。
普
及
職
員
に
興
味
が

あ
り
ま
し
た
ら
、
H
P
を
参
照

い
た
だ
き
採
用
試
験
に
申
込
願

い
ま
す
。

〇
普
及
職
員
（
農
業
）
A
区
分

　
（
大
学
卒
業
又
は
卒
業
見
込
み

　

の
方
）

■
申
込
受
付

　

４
月
20
日
（
月
）～
５
月
18

　

日
（
月
）

■
採
用
予
定
数

　

45
名
の
内
数

〇
普
及
職
員
（
農
業
）
A
区
分

　
（
S
P
I
方
式 

第
２
回
）（
大

　

学
卒
業
又
は
卒
業
見
込
み
の

　

方
）

■
申
込
受
付

　

７
月
17
日
（
金
）～
８
月
21

　

日
（
金
）

■
採
用
予
定
数

　

45
名
の
内
数

※
一
次
試
験
は
オ
ン
ラ
イ
ン
形

　

式
の
試
験
（
S
P
I
）
と
な

　

り
ま
す
。

※
農
業
に
関
す
る
専
門
知
識
を

　

面
接
の
み
で
試
験
す
る
方
式

　

で
す
。

※
受
験
時
に
大
学
３
年
生
（
令

　

和
10
年
３
月
31
日
卒
業
見
込

　

み
）
の
方
も
受
験
可
能
で
す
。

〇
普
及
職
員
（
農
業
）
C
区
分

　
（
民
間
企
業
等
経
験
３
年
以
上
）

■
申
込
受
付

第
Ⅰ
期
：
３
月
２
日
（
月
）～

　
　
　
　

３
月
23
日
（
月
）

第
Ⅱ
期
：
４
月
１
日
（
水
）～

　
　
　
　

６
月
26
日
（
金
）

第
Ⅲ
期
：
７
月
３
日
（
金
）～

　
　
　
　

９
月
４
日
（
金
）

■
採
用
予
定
数

　

15
名

※
採
用
試
験
の
概
要
に
つ
い
て

　

は
、
北
海
道
人
事
委
員
会
の

　

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ

　

さ
い
。

○
北
海
道
人
事
委
員
会
事
務
局

　

任
用
課
H
P

　

https://w
w

w
.pref.hokkaido.

　

lg.jp/hj/nny/

※
普
及
職
員
（
農
業
）
の
業
務

　

内
容
に
つ
い
て
は
、
次
の
ホ

　

ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ

　

い
。

○
普
及
職
員
（
農
業
）
職
員
採

　

用
の
ペ
ー
ジ
Ｕ
Ｒ
Ｌ

　

https://w
w

w
.pref.hokkaido.

　

lg.jp/ns/gjf/fukyuu-saiyou.html

　

避
難
情
報
に
関
す
る
ガ
イ
ド

ラ
イ
ン
で
は
、
５
段
階
の
警
戒

レ
ベ
ル
で
住
民
が
と
る
べ
き
行

動
が
設
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
対

象
の
災
害
と
な
る
河
川
氾
濫
、

大
雨
、
土
砂
災
害
及
び
高
潮
に

関
す
る
情
報
等
は
、
こ
れ
ま
で

警
戒
レ
ベ
ル
と
住
民
が
と
る
べ

き
行
動
が
わ
か
り
に
く
く
な
っ

て
い
ま
し
た
が
、
今
回
、
５
段

階
す
べ
て
の
警
戒
レ
ベ
ル
に
対

応
し
た
情
報
を
改
め
て
設
定
し
、

と
る
べ
き
行
動
の
判
断
を
よ
り

一
層
支
援
で
き
る
情
報
体
系
に

改
善
し
ま
す
。

　

こ
の
新
た
な
防
災
気
象
情
報

は
、
令
和
８
年
５
月
下
旬
か
ら

運
用
を
開
始
す
る
予
定
で
す
。

　

気
象
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
特

設
ペ
ー
ジ
で
は
、
新
た
な
防
災

気
象
情
報
に
関
す
る
様
々
な
資

料
を
掲
載
し
て
い
ま
す
の
で
、

情
報
が
発
表
さ
れ
た
際
に
ど
の

よ
う
な
行
動
を
と
る
の
か
事
前

に
確
認
を
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

※
新
た
な
防
災
気
象
情
報
に
関

　

す
る
特
設
ペ
ー
ジ
（
気
象
庁

　

Ｈ
Ｐ
）

北
海
道
職
員
採
用
試

験
「
普
及
職
員
（
農

業
）」
の
受
験
者
募
集

防
災
気
象
情
報
が
新

し
く
な
り
ま
す
！
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お知らせ伝言板

■
開
催
月
日
／
２
月
27
日

■
会
議
案
件

◇
農
用
地
利
用
集
積
等
促
進
計

　

画
の
決
定
に
つ
い
て

　

農
地
（
田
・
畑
な
ど
）
に
つ

い
て
、
下
記
の
い
ず
れ
か
に
該

当
す
る
場
合
、
手
続
き
が
必
要

と
な
り
ま
す
の
で
農
業
委
員
会

ま
で
お
知
ら
せ
願
い
ま
す
。

◇
農
地
を
転
用
す
る
と
き

　

農
地
の
転
用
と
は
、
田
や
畑

な
ど
の
農
地
を
、
宅
地
な
ど
の

農
地
以
外
に
使
用
す
る
こ
と
を

い
い
ま
す
。
農
地
を
転
用
す
る

場
合
は
、
農
業
委
員
会
の
許
可

を
受
け
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

転
用
の
計
画
が
あ
り
ま
し
た
ら

必
ず
事
前
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

許
可
を
受
け
な
い
で
転
用
し
た

場
合
や
、
許
可
の
内
容
と
異
な

る
目
的
に
転
用
し
た
時
に
は
、

厳
し
い
罰
則
が
定
め
ら
れ
て
お

り
、
場
合
に
よ
っ
て
は
原
状
回

復
を
含
め
た
是
正
指
導
が
行
わ

れ
ま
す
。
ま
た
、
農
地
以
外
で

あ
っ
て
も
農
業
振
興
地
域
に
該

当
す
る
土
地
で
あ
れ
ば
別
途
届

出
が
必
要
に
な
り
ま
す
の
で
、

産
業
課
農
政
係
ま
で
お
問
い
合

わ
せ
下
さ
い
。
な
お
、
農
地
の

利
用
や
保
全
に
必
要
な
施
設
（
農

道
・
農
業
用
倉
庫
等
）
を
２
０
０

平
方
メ
ー
ト
ル
未
満
の
農
地
を

利
用
し
て
転
用
す
る
場
合
は
、

許
可
申
請
で
は
な
く
、
届
出
に

な
り
ま
す
。

◇
農
地
を
売
買
、
贈
与
す
る
と

　
き

　

農
地
を
農
地
の
ま
ま
で
売
買

等
す
る
場
合
は
、
農
業
委
員
会

の
許
可
を
受
け
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。
こ
の
許
可
は
耕
作
目

的
で
農
地
を
取
得
す
る
も
の
の

た
め
、
農
地
を
取
得
し
た
方
は
、

自
ら
農
作
業
に
常
時
従
事
し
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

◇
相
続
で
農
地
を
取
得
し
た
と

　
き

　

相
続
に
よ
り
農
地
を
取
得
し

た
場
合
、
農
地
法
の
許
可
は
不

要
で
す
が
、
す
み
や
か
に
農
業

委
員
会
へ
届
け
る
必
要
が
あ
り

ま
す
。（
農
地
法
第
３
条
の
３

第
１
項
）

◇
農
地
情
報
の
提
供
の
お
願
い

　

皆
様
か
ら
提
供
い
た
だ
い
た

情
報
に
よ
っ
て
、
農
地
利
用
希

望
者
（
新
た
に
農
業
を
始
め
た

い
と
思
っ
て
い
る
方
、
農
業
経

営
の
規
模
拡
大
を
考
え
て
い
る

方
、
定
年
を
迎
え
田
舎
暮
ら
し

を
希
望
す
る
方
等
）
へ
情
報
提

供
を
行
う
こ
と
に
よ
り
、
農
地

の
流
動
化
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

　

村
内
に
空
き
農
地
を
お
持
ち

の
方
は
、
赤
井
川
村
農
業
委
員

会
事
務
局
ま
で
ご
相
談
く
だ
さ

い
。

　

ま
た
、
農
地
の
賃
借
、
売
買

及
び
転
用
は
、
農
業
委
員
会
の

許
可
が
必
要
と
な
り
ま
す
。
賃

借
等
を
さ
れ
る
方
は
、
農
業
委

員
会
事
務
局
ま
で
ご
相
談
下
さ

い
。

◇
受
付
件
数�

売
却
希
望　

７
件

�

買
受
希
望　

２
件

�

（
令
和
８
年
３
月
14
日
）

■
活
動
日
程

　

6
月
13
日
（
土
）

　

９
時
30
分
～
19
時

　

６
月
14
日
（
日
）

　

９
時
30
分
～
21
時
の
中
で
３

　

時
間
程
度
を
目
安
と
し
て
い

　

ま
す
。

■
活
動
場
所

　

札
幌
市
中
央
区
大
通
公
園
周

　

辺
■
活
動
内
容

　

Y
O
S
A
K
O
I
ソ
ー
ラ
ン

　

祭
り
に
お
け
る
演
舞
の
審
査

■
募
集
期
間

　
４
月
１
日（
水
）～
４
月
24
日（
金
）

■
応
募
方
法

　

公
式
H
P
か
ら
オ
ン
ラ
イ
ン

　

申
し
込
み
（
郵
送
、
フ
ァ
ッ

　

ク
ス
で
の
応
募
は
承
っ
て
お

　

り
ま
せ
ん
）

※
審
査
員
は
抽
選
に
よ
り
決
定

　

い
た
し
ま
す
。

■
お
問
い
合
わ
せ

　

Y
O
S
A
K
O
I
ソ
ー
ラ
ン

　

祭
り
実
行
委
員
会

　

℡
０
１
１

－

２
３
１

－

４
３
５
１

　

Fax
０
１
１

－

２
３
３

－

４
３
５
１

　

〒
０
６
０

－

０
０
０
１

　

札
幌
市
中
央
区
北
1
条
西
2

　

丁
目　

北
海
道
経
済
セ
ン
タ

　

ー
4
階

【
赤
井
川
小
学
校
】

◇
転
出

　

▽
校
長　
　
　

姉
帶　

隆
文

（
赤
井
川
小
学
校
）

　

▽
教
頭　
　
　

都
築
愛
一
郎

（
真
狩
小
学
校
）

　

▽
教
諭　
　
　

横
畠
龍
之
介

（
退
職
）

◇
転
入

　

▽
校
長　
　
　

西
岡　

健
幸

（
都
小
学
校
）

　

▽
教
頭　
　
　

新
川　

志
帆

（
都
小
学
校
）

　

▽
教
諭　
　
　

塩
崎　

知
佳

（
都
小
学
校
）

　

▽
教
諭　
　
　

藤
村　

晴
美

（
都
小
学
校
）

　

▽
事
務　
　
　

加
賀　

一
朗

（
都
小
学
校
）

　

▽
再
任
用
教
諭　

姉
帶　

隆
文

（
赤
井
川
小
学
校
）

　

▽
時
間
講
師　

山
本　

博
之

（
小
樽
桜
小
学
校
）

【
都
小
学
校
】

◇
転
出

　

▽
校
長　
　
　

西
岡　

健
幸

（
赤
井
川
小
学
校
）

　

▽
教
頭　
　
　

新
川　

志
帆

（
赤
井
川
小
学
校
）

　

▽
教
諭　
　
　

塩
崎　

知
佳

（
赤
井
川
小
学
校
）

　

▽
教
諭　
　
　

藤
村　

晴
美

（
赤
井
川
小
学
校
）

　

▽
養
護
教
諭　

村
上　

優
海

（
倶
知
安
中
学
校
）

　

▽
事
務　
　
　

加
賀　

一
朗

（
赤
井
川
小
学
校
）

　

▽
再
任
用
教
諭　

大
磯　

俊
一

（
赤
井
川
へ
き
地
保
育
所
）

　

▽
期
限
付
教
諭　

大
本　

和
佳

（
退
職
）

【
赤
井
川
中
学
校
】

◇
転
出

　

▽
校
長　
　
　

林　
　

尚
起

（
仁
木
中
学
校
）

　

▽
期
限
付
教
諭　

渡
邉　

陽
奈

（
京
極
中
学
校
）

◇
転
入

　

▽
校
長　
　
　

小
関　

展
彰

（
北
広
島
西
の
里
中
学
校
）

　

▽
再
任
用
教
諭　

尾
崎　

哉
子

（
余
市
西
中
学
校
）

※
転
出
（　

）
内
は
転
出
先
、

　

転
入
（　

）
内
は
前
任
校
又

　

は
新
採
用
等

Y
O
S
A
K
O
I

ソ
ー
ラ
ン
祭
り

市
民
審
査
員
募
集

農
業
委
員
会
だ
よ
り

農
業
委
員
会
総
会 

第
32
回

お

知

ら

せ

教
職
員
人
事
異
動

（
４
月
１
日
付
け
）
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INFORMATION

■
令
和
９
年
歌
会
始
の
お
題

　
「
旅
」
と
定
め
ら
れ
ま
し
た
。

（
注
）
お
題
は
「
旅
」
で
す
が
、

　

歌
に
詠
む
場
合
は
「
谷
」
の

　

文
字
が
詠
み
込
ま
れ
て
い
れ

　

ば
よ
く
、「
旅
路
」、「
旅
籠
」、

　
「
旅
愁
」
の
よ
う
な
熟
語
に
し

　

て
も
、
差
し
支
え
あ
り
ま
せ

　

ん
。

■
詠
進
歌
の
詠
進
要
領

１
詠
進
歌
は
、
お
題
を
詠
み
込

　

ん
だ
自
作
の
短
歌
で
一
人
一

　

首
と
し
、
未
発
表
の
も
の
に

　

限
り
ま
す
。

２
書
式
は
、
半
紙
（
習
字
用
の

　

半
紙
）
を
横
長
に
用
い
、
右

　

半
分
に
お
題
と
短
歌
、
左
半

　

分
に
郵
便
番
号
、
住
所
、
電

　

話
番
号
、
氏
名
（
本
名
、
ふ

　

り
が
な
つ
き
、
旧
氏
の
併
記

　

も
差
し
支
え
あ
り
ま
せ
ん
）、

　

生
年
月
日
及
び
職
業
（
な
る

　

べ
く
具
体
的
に
）
を
縦
書
き

　

で
書
い
て
く
だ
さ
い
。

　

無
職
の
場
合
は
、「
無
職
」
と

　

書
い
て
く
だ
さ
い
（
以
前
に

　

職
業
に
就
い
た
こ
と
が
あ
る

　

場
合
に
は
、
な
る
べ
く
元
の

　

職
業
を
書
い
て
く
だ
さ
い
。）

　

な
お
、
主
婦
の
場
合
は
、
単

　

に
「
主
婦
」
と
書
い
て
も
差

　

し
支
え
あ
り
ま
せ
ん
。

３
用
紙
は
、
半
紙
と
し
、
記
載

　

事
項
は
全
て
毛
筆
で
自
書
し

　

て
く
だ
さ
い
。
た
だ
し
、
海

　

外
か
ら
詠
進
す
る
場
合
は
、

　

用
紙
は
随
意
（
但
、
半
紙
サ

　

イ
ズ
24
㎝
×
33
㎝
の
横
長
）

　

と
し
、
毛
筆
で
な
く
て
も
差

　

し
支
え
あ
り
ま
せ
ん
。

４
病
気
又
は
身
体
障
害
の
た
め

　

毛
筆
に
て
自
書
す
る
こ
と
が

　

で
き
な
い
場
合
は
左
記
に
よ

　

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

・
代
筆
（
墨
書
）
に
よ
る
。
代

　

筆
の
理
由
、
代
筆
者
の
住
所

　

及
び
氏
名
を
別
紙
に
書
い
て

　

詠
進
歌
に
添
え
て
く
だ
さ
い
。

・
本
人
が
ワ
ー
プ
ロ
や
パ
ソ
コ

　

ン
な
ど
を
使
用
し
て
印
字
す

　

る
。
こ
の
場
合
、
こ
れ
ら
の

　

機
器
を
使
用
し
た
理
由
を
別

　

紙
に
書
い
て
詠
進
歌
に
添
え

　

て
く
だ
さ
い
。

・
視
覚
障
害
の
方
は
、
点
字
で

　

詠
進
し
て
も
差
し
支
え
あ
り

　

ま
せ
ん
。

■
注
意
事
項

　

次
の
場
合
に
は
、
詠
進
歌
は

失
格
と
な
り
ま
す
。

１
お
題
を
詠
み
込
ん
で
い
な
い

　

場
合
・
短
歌
の
定
型
で
な
い

　

も
の
又
用
紙
が
縦
長
の
場
合

２
一
人
で
二
首
以
上
詠
進
し
た

　

場
合
や
毛
筆
で
な
い
場
合

３
詠
進
歌
が
既
に
発
表
さ
れ
た

　

短
歌
と
同
一
又
は
著
し
く
類

　

似
し
た
短
歌
で
あ
る
場
合

４
詠
進
歌
を
歌
会
始
の
行
わ
れ

　

る
以
前
に
、
新
聞
、
雑
誌
そ

　

の
他
の
出
版
物
、
年
賀
状
等

　

に
よ
り
発
表
し
た
場
合

５
詠
進
歌
の
詠
進
要
領
４
に
記

　

し
た
代
筆
の
理
由
を
添
え
た

　

場
合
を
除
き
、
同
筆
と
認
め

　

ら
れ
る
す
べ
て
の
詠
進
歌

６
住
所
、
電
話
番
号
、
氏
名
、

　

生
年
月
日
、
職
業
を
書
い
て

　

い
な
い
も
の
そ
の
他
こ
の
詠

　

進
要
領
に
よ
ら
な
い
場
合

■
詠
進
の
期
間

　

お
題
発
表
の
日
か
ら
９
月
30

　

日
ま
で
と
し
、
郵
送
の
場
合

　

は
、
消
印
が
９
月
30
日
ま
で

　

の
も
の
を
有
効
と
し
ま
す
。

■
郵
便
の
宛
先

　
「
〒
１
０
０

－

８
１
１
１
宮
内

　

庁
」
と
し
、
封
筒
に
「
詠
進

　

歌
」
と
書
き
添
え
て
く
だ
さ

　

い
。
詠
進
歌
は
、
小
さ
く
折

　

っ
て
封
入
し
て
差
し
支
え
あ

　

り
ま
せ
ん
。

■
お
問
い
合
わ
せ

　

疑
問
が
あ
る
場
合
に
は
、
直

　

接
、
宮
内
庁
式
部
職
あ
て
に
、

　

郵
便
番
号
、
住
所
、
氏
名
を

　

書
き
、
返
信
用
切
手
を
は
っ

　

た
封
筒
を
添
え
て
、
９
月
20

　

日
ま
で
に
問
い
合
わ
せ
て
く

　

だ
さ
い
。

　

ま
た
、
宮
内
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー

　

ジ
を
御
参
照
く
だ
さ
い
。

（
注
）
個
人
情
報
の
取
扱
い
に

　

つ
い
て

・
利
用
目
的

　

詠
進
歌
の
詠
進
要
領
２
で
記

　

載
い
た
だ
い
た
個
人
情
報
は
、

　

歌
会
始
の
た
め
に
必
要
な
範

　

囲
で
利
用
し
ま
す
。

・
利
用
及
び
提
供
の
制
限

　

法
令
に
基
づ
く
開
示
要
請
が

　

あ
っ
た
場
合
そ
の
他
特
別
な

　

理
由
が
あ
る
場
合
を
除
き
、

　

利
用
目
的
以
外
の
目
的
の
た

　

め
に
自
ら
利
用
し
、
又
は
第

　

三
者
に
提
供
し
ま
せ
ん
。

　

陸
・
海
・
空
自
衛
隊
に
は
、

車
両
・
船
、
飛
行
機
を
扱
う
職

種
が
１
０
０
種
類
以
上
あ
り
ま

す
。

　

試
験
内
容
・
イ
ベ
ン
ト
案
内

及
び
各
種
個
別
説
明
な
ど
詳
し

く
は
、
小
樽
地
域
事
務
所
ま
で

ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

【
幹
部
候
補
生
】

■
応
募
資
格

　

22
歳
以
上
26
歳
未
満

■
受
付
期
間

　
４
月
22
日（
水
）～
６
月
５
日（
金
）

■
試
験
内
容

　

筆
記
試
験
、
適
正
検
査
、
口

　

述
試
験
、
身
体
検
査
等

【
幹
部
候
補
曹
】

※
幹
部
候
補
生
と
重
複
受
験
可

■
応
募
資
格

　

20
歳
以
上
33
歳
未
満

■
受
付
期
間

　
４
月
22
日（
水
）～
６
月
５
日（
金
）

■
試
験
内
容

　

筆
記
試
験
、
適
正
検
査
、
口

　

述
試
験
、
身
体
検
査
等

【
一
般
曹
候
補
生
・
自
衛
官
候
補
生
】

■
応
募
資
格

　

18
歳
か
ら
33
歳
未
満

■
受
付
期
間

　

自
衛
隊
小
樽
地
域
事
務
所
に

　

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
試
験
内
容

　

筆
記
試
験
、
適
正
検
査
、
口

　

述
試
験
、
身
体
検
査
等

■
お
問
い
合
わ
せ

　

自
衛
隊
札
幌
地
方
協
力
本
部

　

小
樽
地
域
事
務
所

　
（
９
時
～
17
時
30
分
）

　

小
樽
市
稲
穂
２

－

２
２

－

４

　

樽
石
ビ
ル
２
Ｆ

　

℡
０
１
３
４

－

２
２

－

５
５
２
１

※
土
日
祝
日
を
希
望
さ
れ
る
方

　

は
事
前
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

〇
５
月
３
日
（
日
）

　

と
り
い
歯
科

　

℡
２
２

－

５
５
５
５

〇
５
月
４
日
（
月
）

　

て
ら
デ
ン
タ
ル
ク
リ
ニ
ッ
ク

　

℡
２
３

－

４
６
１
８

〇
５
月
５
日
（
火
）

　

仁
木
フ
ル
ー
ツ
の
里
歯
科

　

℡
３
２

－

３
７
４
４

※�

診
療
時
間
は
、
９
時
か
ら
正

午
ま
で
で
す
。

各
種
自
衛
官
等
募
集

令
和
９
年
歌
会
始

の
お
題
及
び
詠
進

歌
の
詠
進
要
領

Ｇ
Ｗ
休
日
当
番

歯

科

医

院
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お知らせ伝言板

■モニタリングポストによる測定データ

年月日 空間放射線量率
（単位：μGy） 天候

2026.2.17 0.020 雪
2.20 0.020 くもり
2.24 0.020 雪
2.27 0.021 くもり
3.3 0.022 くもり
3.6 0.020 くもり

3.10 0.022 晴れ
3.13 0.021 くもり

※空間放射線量は平常レベルで推移しています。

　

村
で
は
本
村
に
お
住
ま
い
の

方
、
ま
た
来
村
さ
れ
る
方
が
安

心
し
て
過
ご
す
こ
と
が
で
き
る

よ
う
放
射
線
量
率
情
報
を
公
開

し
て
い
ま
す
。

　

お
知
ら
せ
す
る
数
値
は
北
海
道

に
よ
り
整
備
さ
れ
た
環
境
放
射
線

モ
ニ
タ
リ
ン
グ
ポ
ス
ト
及
び
テ
レ

メ
ー
タ
シ
ス
テ
ム
を
利
用
し
取
集

さ
れ
た
も
の
で
、
測
定
方
法
等
は

左
記
の
と
お
り
で
す
。

■
測
定
方
法

◇�

測
定
機
器
／
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
ポ

ス
ト
（
北
海
道
設
置
）

◇�

測
定
場
所
／
北
後
志
消
防
組

合
赤
井
川
支
署

◇�

測
定
時
間
／
２
分
間
隔
で
常

時
測
定

◇
公
表

広
報
／
毎
週
火
・
金
曜
日
の

９
時
現
在
デ
ー
タ
（
前
月
14

日
ま
で
の
結
果
）
を
掲
載

※�

即
時
デ
ー
タ
を
村
で
抽
出
し

て
掲
載
す
る
こ
と
か
ら
、
北

海
道
が
公
式
に
発
表
す
る
デ

ー
タ
と
異
な
る
場
合
が
あ
り

ま
す
の
で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

Ｈ
Ｐ
／
北
海
道
原
子
力
環
境

セ
ン
タ
ー
Ｈ
Ｐ
で
即
時
デ
ー

タ
が
確
認
で
き
ま
す
。

（http://w
w

w
.genshi.pref.

hokkaido.jp/

）

※�

Ｈ
Ｐ
で
公
表
さ
れ
て
い
る
内

容
は
役
場
庁
舎
ロ
ビ
ー
に
設

置
さ
れ
た
モ
ニ
タ
ー
で
も
ご

覧
頂
く
こ
と
が
で
き
ま
す
。

◇�

測
定
単
位
／
μ
Ｇ
ｙ
（
マ
イ

ク
ロ
グ
レ
イ
）

　

天
気
は
数
日
の
周
期
で
変
わ

る
で
し
ょ
う
。

赤
井
川
村
の
空
間
放
射
線
量
の
状
況

◇
気
温

－

高
50
％
・
平
30
％
・

　

低
20
％

◇
降
水
量

－

高
40
％
・
平
30
％
・

　

低
30
％

４
月
の
気
象
情
報

第
29
回
倶
知
安
町
長
杯
ジ
ュ
ニ

ア
ク
ロ
ス
カ
ン
ト
リ
ー
ス
キ
ー

大
会

と　

き　

２
月
８
日

と
こ
ろ　

倶
知
安
町
旭
ヶ
丘
公

　
　
　
　

園
多
目
的
広
場
ク
ロ

　
　
　
　

ス
カ
ン
ト
リ
ー
ス
キ

　
　
　
　

ー
コ
ー
ス

成　

績

【
幼
児
】

▽
１
位　

山
口　

虹
龍

【
小
学
３
年
女
子
】

▽
２
位　

石
橋
い
さ
な

▽
３
位　

栁
澤　

芽
依

【
小
学
３
年
男
子
】

▽
３
位　

能
登　

奏
太

【
小
学
６
年
女
子
】

▽
１
位　

佐
々
木　

心

▽
４
位　

能
登
た
ま
き

【
小
学
６
年
男
子
】

▽
３
位　

山
口　

渓
心

▽
４
位　

石
橋　

開
道

【
中
学
女
子
】

▽
５
位　

小
林　

ゆ
め

第
48
回
宮
様
ジ
ュ
ニ
ア
ク
ロ
ス

カ
ン
ト
リ
ー
競
技
会

と　

き　

２
月
15
日

と
こ
ろ　

白
旗
山
競
技
場

成　

績

【
小
学
３
年
女
子
】

▽
１
位　

石
橋
い
さ
な

▽
３
位　

栁
澤　

芽
依

【
小
学
３
年
男
子
】

▽
３
位　

能
登　

奏
太

【
小
学
６
年
女
子
】

▽
１
位　

佐
々
木　

心

▽
３
位　

能
登
た
ま
き

【
小
学
６
年
男
子
】

▽
11
位　

山
口　

渓
心

▽
13
位　

石
橋　

開
道

【
中
学
女
子
】

▽
10
位　

小
林　

ゆ
め

第
22
回
喜
茂
別
ク
ロ
ス
カ
ン
ト

リ
ー
ス
キ
ー
レ
ー
ス

と　

き　

２
月
22
日

と
こ
ろ　

喜
茂
別
小
学
校
ク
ロ

　
　
　
　

ス
カ
ン
ト
リ
ー
ス
キ

　
　
　
　

ー
コ
ー
ス

成　

績

【
幼
児
】

▽
２
位　

山
口　

虹
龍

【
小
学
３
年
女
子
】

▽
１
位　

石
橋
い
さ
な

▽
４
位　

栁
澤　

芽
依

【
小
学
３
年
男
子
】

▽
３
位　

能
登　

奏
太

【
小
学
６
年
女
子
】

▽
１
位　

佐
々
木　

心

▽
２
位　

能
登
た
ま
き

【
小
学
６
年
男
子
】

▽
２
位　

山
口　

渓
心

▽
４
位　

石
橋　

開
道

【
中
学
女
子
】

▽
６
位　

小
林　

ゆ
め

第
27
回
赤
井
川
ジ
ュ
ニ
ア
ク
ロ

ス
カ
ン
ト
リ
ー
ス
キ
ー
大
会

と　

き　

３
月
１
日

と
こ
ろ　

キ
ロ
ロ
特
設
コ
ー
ス

成　

績

【
幼
児
】

▽
１
位　

山
口　

虹
龍

▽
９
位　

栁
澤　

茉
依

【
小
学
３
年
女
子
】

▽
２
位　

石
橋
い
さ
な

▽
３
位　

栁
澤　

芽
依

【
小
学
３
年
男
子
】

▽
１
位　

能
登　

奏
太

【
小
学
６
年
女
子
】

▽
２
位　

佐
々
木　

心

▽
３
位　

能
登
た
ま
き

【
小
学
６
年
男
子
】

▽
３
位　

山
口　

渓
心

▽
４
位　

石
橋　

開
道

【
中
学
女
子
】

▽
３
位　

小
林　

ゆ
め

２
０
２
６
全
国
小
学
生
選
抜
ス

キ
ー
大
会
（
ク
ロ
ス
カ
ン
ト
リ

ー
種
目
）

と　

き　

３
月
７
日
～
８
日

と
こ
ろ　

新
潟
県
十
日
町
市
吉

　
　
　
　

田
ク
ロ
ス
カ
ン
ト
リ

　
　
　
　

ー
競
技
場

成　

績

【
女
子
2.5
㎞
ク
ラ
シ
カ
ル
】

▽
９
位　

能
登
た
ま
き

▽
10
位　

佐
々
木　

心

【
女
子
2.5
㎞
フ
リ
ー
】

▽
２
位　

佐
々
木　

心

▽
４
位　

能
登
た
ま
き

ス
ポ
ー
ツ

ス
ポ
ー
ツ

ニ
ュ
ー
ス

ニ
ュ
ー
ス

各
種
大
会
の
結
果
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INFORMATION

お
悔
や
み
申
し
上
げ
ま
す

お　

名　

前　
　

年
齢　

区
会

櫻
間　

一
郎
さ
ん　

75
歳　

１
町
内

村
長
の
う
ご
き

〈
2
月
15
日
～
3
月
14
日
〉

（
2
月
）

16
日
◇
原
子
力
安
全
対
策
担
当

　
　
　

局
長
・
資
源
エ
ネ
ル
ギ

　
　
　

ー
局
長
来
庁
／
字
赤
井

　
　
　

川

17
日
◇
神
恵
内
村
長
出
陣
式
／

　
　
　

神
恵
内
村

19
日
◇
過
疎
連
盟
北
海
道
支
部

　
　
　

役
員
会
／
札
幌
市

20
日
◇
北
海
道
ガ
ス
担
当
者
来

　
　
　

庁
／
字
赤
井
川

　
　

◇
第
３
回
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン

　
　
　

ビ
レ
ッ
ジ
戦
略
推
進
協

　
　
　

議
会
／
字
赤
井
川

22
日
◇
神
恵
内
村
長
選
挙
結
果

　
　
　

報
告
会
／
神
恵
内
村

24
日
◇
第
１
回
北
後
志
衛
生
施

　
　
　

設
組
合
議
会
／
余
市
町

　
　

◇
第
１
回
北
後
志
消
防
組

　
　
　

合
議
会
／
余
市
町

25
日
◇
後
志
教
育
研
修
セ
ン
タ

　
　
　

ー
組
合
定
例
会
／
倶
知

　
　
　

安
町

26
日
◇
百
条
委
員
会
／
字
赤
井

　
　
　

川

27
日
◇
全
国
森
林
レ
ク
リ
エ
ー

　
　
　

シ
ョ
ン
協
会
理
事
会
／

　
　
　

東
京
都
／
～
28
日

（
3
月
）

2
日
◇
北
星
学
園
評
議
委
員
会

　
　
　

／
札
幌
市

3
日
◇
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ

　
　
　

ン
タ
ー
研
修
会
／
字
赤

　
　
　

井
川

4
日
◇
消
防
ポ
ン
プ
車
納
車
／

　
　
　

字
赤
井
川

5
日
◇
二
ツ
森
ト
ン
ネ
ル
貫
通

　
　
　

式
／
仁
木
町

6
日
◇
余
市
青
年
会
議
所
理
事

　
　
　

長
来
庁
／
字
赤
井
川

　
　

◇
モ
ン
ベ
ル
リ
ュ
ク
サ
ッ

　
　
　

ク
贈
呈
式
／
字
赤
井
川

7
日
◇
北
星
学
園
余
市
高
等
学

　
　
　

校
卒
業
式
／
余
市
町

9
日
◇
入
札
／
字
赤
井
川

10
日
◇
第
１
回
赤
井
川
村
議
会

　
　
　

定
例
会
／
字
赤
井
川
／

　
　
　

～
12
日

13
日
◇
北
方
ジ
ャ
ー
ナ
ル
取
材

　
　
　

／
字
赤
井
川

14
日
◇
赤
井
川
中
学
校
卒
業
式

　
　
　

／
字
赤
井
川

3
日
◇
第
五
期
赤
井
川
村
総
合

　
　
　

計
画
策
定
審
議
会

6
日
◇
選
挙
事
務
従
事
者
説
明

　
　
　

会

8
日
◇
第
51
回
衆
議
院
総
選
挙

　
　
　

開
票

16
日
◇
第
３
回
学
校
運
営
協
議

　
　
　

会

18
日
◇
総
合
戦
略
検
証
委
員
会

20
日
◇
第
３
回
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン

　
　
　

ビ
レ
ッ
ジ
戦
略
推
進
協

　
　
　

議
会

　
　

◇
校
長
教
頭
合
同
会
議

　
　

◇
教
頭
会
議

24
日
◇
畑
地
か
ん
が
い
推
進
モ

　
　
　

デ
ル
ほ
場
設
置
事
業
推

　
　
　

進
協
議
会

　
　

◇
教
育
委
員
会
議

25
日
◇
文
書
管
理
シ
ス
テ
ム
職

　
　
　

員
研
修
会

27
日
◇
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
操
作
説
明
会

　
　

◇
農
業
委
員
会
総
会

■
日
時

　

４
月
15
日
（
水
）
13
時
～
16
時

■
場
所

　

余
市
町
中
央
公
民
館
（
余
市
町

　

大
町
４
丁
目
１
４
３
番
地
）

　

℡
２
３

－

５
０
０
１

※
ご
利
用
さ
れ
る
方
は
、
事
前

　

に
必
ず
余
市
町
役
場
へ
ご
連

　

絡
願
い
ま
す
。

　
（
℡
２
１

－

２
１
１
１
）

人
口
と
世
帯

日本人 外国人 総人口 前月比

人　口 ９２５ ５４０ １，４６５ －１１

男 ４７１ ３３３ ８０４ －５

女 ４５４ ２０７ ６６１ －６

世帯数 ５１３ ５３０ １，０４７ －６

※令和８年２月２８日現在

■今月の表紙
　今月の表紙は、赤井川中学校卒業式
からの一枚。
　4月からは村外から学校へ通ったり、
寮などから通うことになると思います。生
活環境が変わり最初は苦労すると思いま
すが、赤井川で培ったことを活かして頑
張ってください！
　卒業おめでとうございます！！

む
ら
の
日
誌（
２
月
）

住
民
の
ま
ど

◆◇赤井川村SOSネットワーク◇◆

　 高齢者がいなくなったことに気づいたらすぐ
に余市警察署へご連絡ください。
　 「高齢者の行方不明が発生した」と伝えてく
ださい。

Tel　０１３５―２２―０１１０

無
料
法
律
相
談
所
の
開
設
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広報あかいがわは、震災復興型カーボンオフセット用紙を
使用し、ＣＯ２削減事業並びに東北経済復興を応援しています。
また、環境に優しい道産間伐材を配合した用紙を使用しています。

■４月になり新年度がスタートしました。今年度も引き続き古渡が広報誌
を作成させていただきますのでよろしくお願いします！
　さて、４月になると学生になる人、社会人になり仕事が始まる人、会社
の中で異動がある人など、生活環境に変化がある方が多いのではないで
しょうか？
　これまでとは異なる環境での生活は苦労することもあるかと思います
が、まずはゴールデンウィークを目標に１ヵ月駆け抜けましょう。（古渡）

【発行情報】広報あかいがわ2026年4月号（№731）
■編集・発行／赤井川村総務課企画地域振興係
　　〒046-0592　余市郡赤井川村字赤井川74番地2
　　TEL 0135－34－6211　FAX 0135-34－6644
　　URL https://www.akaigawa.com/　E-Mail info@akaigawa.com
■印刷／㈱総北海　旭川市工業団地２条１丁目１－23

　広報あかいがわでは、今後も村民の皆さんの身近な話題を掲載していきま
す。皆さんが予定している行事や参加しているサークル・ボランティア活動
の話題などありましたら、総務課企画地域振興係までお知らせください。紙
面の都合により掲載できない場合もありますが、できるだけ掲載するよう努
力してまいります。また広報や村政に対するご意見・ご感想も募集していま
すので、メール又は郵送でお寄せください。
　広報あかいがわに掲載された写真は被写体となった方や関係される方々へ
提供することができます。ご希望の方はお気軽にご相談ください。

※「赤井川村写真館」へ掲載する写真を募集しています！
　あなたが撮影した村内の風景や静物、人物などの写真を広報あかいがわに掲載してみませんか？掲載したいまたはしても良いとい
う方がおられましたら、役場総務課企画地域振興係までご連絡ください。なお、写真はプリント、データどちらでもかまいませんが、
2300×1550PIXEL以上でお願いします。応募のあった中から内部で審査を行い掲載していきます。掲載希望がない場合は広報担当
及び役場職員が撮影した写真やその他情報を掲載していきます。あなたもこの機会に赤井川村を見つめ直してみませんか？

赤井川村写真館～赤井川の四季～

都小学校卒業式
撮影：企画地域振興係　場所：都小学校　撮影日：2026年3月19日
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